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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
の
８
日
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ

ス
ト
サ
イ
ド
の
教
会
で
、
ア
ジ

ア
系
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ

た
。
日
本
か
ら
は
、
新
潟
県
で

江
戸
時
代
の
１
８
１
９
年
に
創

業
し
た
老
舗
呉
服
店
、
有
限
会

社
大
嶋
屋
呉
服
店
（
新
潟
県
五

泉
市
）
が
参
加
し
た
。
同
店
の

海
外
で
の
披
露
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
パ
リ
に
続
い
て
今
回
が
３

回
目
。
日
本
の
着
物
そ
の
も
の

を
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
イ
ー

ク
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
に
か
け
る
試

み
は
同
イ
ベ
ン
ト
で
も
出
色
の

異
例
の
試
み
。
折
し
も
エ
ミ
ー

賞
や
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た

日
本
の
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ
」
が
、

吹
き
替
え
な
し
の
日
本
語
で
全

編
を
通
し
た
よ
う
に
、
も
は
や

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
そ
の
も
の
が
ブ
ラ

ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。
純
粋
な

着
物
５
着
と
、
新
品
の
反
物
か

ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
ド
レ
ス
も
披

露
（
11
面
に
関
連
記
事
）
し
た
。

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
の
大
嶋
美
樹
子
さ
ん
は
「
着

物
の
魅
力
を
世
界
の
人
に
発
信

で
き
れ
ば
嬉
し
い
」と
語
っ
た
。

ザ
・
着
物
美

和
装
堂
々

NYファッション・ウイーク開幕

新潟県の大嶋屋呉服店
和服の芸術世界にアピール

日本着物の美しさを堂々とストレートに見せたランウェイ（８日、写真・三浦良一）

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
、
ト
ラ
ン
プ
新

政
権
の
政
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
１
月
８
日
か
ら
10

日
に
行
っ
た
結
果
を
こ
の
ほ
ど

発
表
し
た
。
半
数
が
様
子
見
、

個
別
政
策
で
は
関
税
で
高
い
警

戒
感
を
示
し
た
。

　

調
査
対
象
は
在
米
国
の
日
系

企
業
（
日
本
側
出
資
比
率
が
10

％
以
上
の
現
地
法
人
、
支
店
）

６
９
４
社
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
配
布
・
回
収
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
２
６
０
社
よ

り
有
効
回
答
を
得
た
（
有
効
回

答
率
37
・
5
％
）。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
新
政
権
の

個
別
政
策
で
は
関
税
に
対
し
て

高
い
警
戒
感
が
見
ら
れ
た
。
新

政
権
で
見
込
ま
れ
る
政
策
の
う

ち
、
在
米
日
系
企
業
は
、
追
加

関
税
、
不
法
移
民
対
策
強
化
、

就
労
ビ
ザ
審
査
厳
格
化
、バ
イ
・

ア
メ
リ
カ
ン
強
化
な
ど
に
強
い

懸
念
。

　

特
に
関
税
政
策
は
、
影
響
を

受
け
る
と
回
答
し
た
１
２
３
社

の
7
割
強
（
72
・
4
％
）
が
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
指
摘
し
、
輸

入
価
格
上
昇
や
納
期
遅
延
な
ど

を
危
惧
。
移
民
・
外
国
人
就
労

ビ
ザ
政
策
も
１
０
６
社
の
61
・

３
％
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ

る
と
回
答
し
、
政
策
変
更
に
伴

う
労
働
力
確
保
の
困
難
化
を
懸

念
し
た
。

（
関
連
記
事
７
面
、
経
済
面
に
）

在
米
日
系
企
業
に
警
戒
感

関
税
や
就
労
ビ
ザ
審
査
の
厳
格
化
ジェトロ調査

　

日
本
の
石
破
茂
首
相
と
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に

よ
る
初
の
対
面
に
よ
る
日
米
首

脳
会
談
が
７
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

７
日
付
電
子
版
は
、
石
破
首
相

は
「
大
統
領
に
媚
び
へ
つ
ら
う

最
新
の
外
国
指
導
者
」
と
な
っ

た
と
報
じ
た
。
共
同
記
者
会
見

で
の
石
破
首
相
の
「
テ
レ
ビ
で

見
る
よ
う
な
有
名
人
に
会
え
て

と
て
も
興
奮
し
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
で
み
る
と
声
高
で
、
か
な
り

個
性
強
烈
で
、
恐
ろ
し
い
方
だ

と
い
う
印
象
が
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に

お
目
に
か
か
る
と
、
本
当
に
誠

実
な
、
ア
メ
リ
カ
や
世
界
に
対

す
る
強
い
使
命
感
を
持
た
れ
た

方
だ
と
い
う
こ
と
を
お
世
辞
を

ま
っ
た
く
抜
き
に
感
じ
た
」
と

の
発
言
を
取
り
上
げ
た
。

　

記
事
で
は
、
石
破
首
相
が
記

者
団
に
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
へ

の
賛
辞
は
「
彼
に
媚
び
へ
つ
ら

う
」
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ

「
世
界
平
和
」と「
地
域
の
安
定
」

を
確
保
す
る
た
め
の
努
力
の
一

環
で
あ
る
」
と
語
っ
た
こ
と
に

も
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
４

日
に
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
た
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相

の
「（
ト
ラ
ン
プ
氏
は
）
イ
ス

ラ
エ
ル
の
最
高
の
友
人
」
発
言

や
米
国
人
犯
罪
者
を
自
国
に
収

監
す
る
と
提
案
し
た
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
の
ブ
ケ
レ
大
統
領
な
ど

を
例
に
あ
げ
、「
お
世
辞
外
交
」

と
報
じ
た
。
第
１
次
ト
ラ
ン
プ

政
権
時
に
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ

ン
首
相
や
カ
ナ
ダ
の
ト
ル
ド
ー

首
相
も
「
お
世
辞
外
交
」
を
行

っ
た
が
、
成
功
は
し
な
か
っ
た

と
付
け
加
え
た
。
記
者
会
見
で

は
大
き
な
失
態
も
な
く
、
Ｕ
Ｓ

ス
チ
ー
ル
問
題
も
一
刀
両
断
で

切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
「
買

収
で
は
な
く
投
資
だ
」
と
一
定

の
理
解
を
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
自

ら
が
示
し
た
の
は
、
石
破
首
相

へ
の
最
大
限
の
気
遣
い
と
配
慮

を
見
せ
た
場
面
だ
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
は
会
談
前

の
直
前
報
道
で
、
ゴ
ル
フ
を
利

用
し
て
親
密
な
関
係
を
築
け
た

故
安
倍
晋
三
首
相
と
は
違
い
、

プ
ラ
モ
デ
ル
作
り
が
好
き
な
石

破
首
相
が
、
ど
う
打
っ
て
出
る

の
か
お
手
並
み
拝
見
と
い
っ
た

ニ
ュ
ア
ン
ス
で
報
じ
て
い
た
。

当
初
の
目
的
で
あ
る
日
米
同
盟

関
係
の
確
認
は
で
き
た
会
談
と

な
っ
た
。（
関
連
記
事
６
面
に
）

日米同盟を確認
日
米
首
脳
会
談
米
国
の
論
調

「
お
世
辞
外
交
も
努
力
の
一
環
」ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
紙

https://ibec-usa.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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第
４
話　

更
年
期
は

新
し
い
自
分
と
の
出
会
い

藤田カンナ
美容クリニック「Re:forma」
と「Kirei House」代表とし
て日本の美の哲学と、米国
および世界中から取り入れ
た先進的な技術を融合させ、
心身の調和を重視した総合
的な美容と健康ケアを提供。
女性の健康をサポートする
ために開発、Femtechアワー
ドを受賞した幹細胞製品の
米国代表。KAATSUスペシャ
リスト認定資格およびイン
テグレーティブ・ニュート
リション認定ヘルスコーチ
の資格を持ち、コロンビア
大学で学んだビジネスと経
営の知識を活かし、事業運
営や顧客サービスにおいて、
常に最先端のアプローチを
追求している。

EVENT
■第 27回旧正月を祝うフェスティバル＆パ
レード＝ 2/16　11:30～ 15:30  (Bayard St
between Mulberry and Mott St）チャイナタ
ウンで旧正月（春節）を祝うイベント。伝統
的な中国の獅子舞も多くのチームが参加す
る。パレードは 13:00から。
詳細は http://betterchinatown.com/

CLASS/SEMINAR
■オンライン発音セミナー「Lと R発音 &
聞き取り 完全マスター」＝ 2/15  06:30～
08:00　本日コラムでお馴染みの NYスライ
ドメソッドによる発音セミナー。Lと Rの英
語の口と耳作り、その発音と聞き分け方体験
を行う。参加費：＄30～
申し込みは Eメール info@slidemethod.com 
から。
■ビジネスセミナー「401(k)最新事情」＝
2/26　14:30  NY 日本商工会議所事務局
（JCCI）と日本クラブ共催オンラインセミ
ナー。トランプ大統領 2期目の政権下での
401(k)プランに絞り、プランスポンサーや
加入者、これから退職口座を開設する企業
に有益な情報を提供する。講師は市川公美
（Investment Advisor Representative, Golden
Eagle Capital Advisors, Inc.）。 参 加 費 無
料、非会員でも応募可。申し込みは https://
us02web.zoom.us/webinar/register/WN_d_
uyEfKwROOMw052GEhp1g#/registration か
ら。

MUSIC
■ミュージック・フロム・ジャパン＝ 2/21・
22　Scandinavia House（58 Park Ave,） 雅
楽アンサンブルと新進気鋭の委嘱作曲家 5
人を NYに招聘。雅楽グループ「時の聲」に
よるコンサート（21日）、コンサート「最近
の日本の音 V」（22日）などが行われる。演
奏は、宮田まゆみ（笙ソロ）、〆野護元（龍笛）、
國本淑恵（篳篥）、中村華子（笙）、伊﨑善之（琵
琶）、城戸さくら（箏）。入場料：＄25～ 55
詳細は https://www.musicfromjapan.org

THEATRE/DANCE 
■キャバレーショー「Wait, What/?!」＝
2/12・19・26　19:00  Don’t Tell Mama（343
W 46th St.）伊藤聖沙（Seisa）主演・プロ
デュース・脚本の全 6回のキャバレーショー。
Seisa が 90年代の東京で過ごした青春時代
から、舞台演技へとキャリアを転換した経歴
まで、6つの章で構成。それぞれの章は独立
した内容で、ユーモア、音楽、笑いと感動を
提供する。入場料：＄25＋ミニマム 20ドル。
詳 細 は https://www.waitwhatcabaret.com/
tickets
■緒方篤のコメディーショー「World
Comedy In NYC」＝ 2/27　19:30  Broadway
Comedy Club（315 W 53rd St,Red Room）
今回は緒方自身が司会も務める。出演者は緒
方のほか、メキシコ出身のオードリー・モー
ラ、モルドバ共和国出身のヴァラリア・ヴル
ぺ、そして米国人のブライアン・スコット・
マクファデン。異文化交流のコメディー企
画。入場料：＄25（チケット割引コードは
OGATA）＋ミニマム 2ドリンク。
詳 細 は www.broadwaycomedyclub.com/
shows/world-comedy-in-nyc/
■セーラームーン 2・5次元舞台北米ツアー
「 Pretty Guardian Sailor Moon: The Super

Live」＝ 3/12～ 4/26   武内直子原作のマ
ンガ「美少女戦士セーラームーン」をもと
にしたパフォーマンスショー。全米 20都
市 で 上 演 す る。NJ は 4/18（New Jersey
Performing Arts Center）、CT は 4/19（The
Bushnell Center For The Performing Arts）、
NYは 4/24～ 26（Palladium Times Square）
にて。
詳細は https://sailormoonsuperlive.com

ART
■板東綾子の個展「Memories of Light」＝
2/18まで　International Center of CCCS（80
Maiden Lane, 14F）美しい自然の風景を撮
影した写真をプリントして除光液で和紙に
転写する技法で制作した「光の記憶」シリー
ズ作品を展示する。入場無料。
詳細は https://artspheres.org
■日本クラブ特別企画展 「和紙の芸術表現 :
伝統から未来へ」＝ 2/21まで　日本ギャラ
リー（145 W 57th St. 7F）柔らかな光を通
して「侘び」の美を感じさせる和紙の照明イ
ンスタレーション、時代の移ろいを映し出す
型紙が表現する「寂び」の静けさと奥深さな
ど、和紙がもたらす日本独自の芸術表現を展
示。主な出展作家は、柴崎幸次、鈴木美賀子、
南辻華奈江、佐藤友泰。入場無料。
詳細は https://nippongallery.nipponclub.org/
■アンネ・フランク展＝ 4/30まで　Center
for Jewish History（15 West 16th St,）第 2
次大戦中のユダヤ人迫害の被害者で、『アン
ネの日記』を書いたことで知られる少女の短
い人生を振り返る。アムステルダムのアン
ネ・フランク・ハウスから 100点以上のコ
レクションが展示されるほか、ナチスから逃
れるために 2年間潜伏していた隠れ家をア
ムステルダム以外で初めて原寸大で再現す
る。入場料：一般＄21～、17歳以下＄16～。
土曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhibit.org

　

先
週
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

作
家
の
ジ
ェ
ー
ン
・
コ
ス
テ
ロ

さ
ん
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

タ
ム
セ
ン
・
フ
ァ
ダ
ル
さ
ん

に
お
会
い
し
ま
し
た
。
彼
女
た

ち
と
と
も
に
、
同
じ
志
を
持
つ

女
性
た
ち
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ミ
ッ
ド

ラ
イ
フ
を
迎
え
る
女
性
の
生
き

方
や
更
年
期
に
つ
い
て
オ
ー
プ

ン
に
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
が
ち
だ
っ

た
テ
ー
マ
が
、
今
や
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
都
市
で
新
た
な
フ
ェ
ー

ズ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

■
ジ
ェ
ー
ン
・
コ
ス
テ
ロ
が
描

く
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
変
化

　

ジ
ェ
ー
ン
・
コ
ス
テ
ロ
さ

ん
は
、
最
新
作
『It’s Getting Hot in Here

』
で
、
更
年
期
を

迎
え
る
女
性
の
リ
ア
ル
な
日
常

を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
い

た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
本
屋
で
は
平
積
み

さ
れ
、
会
話
の
な
か
で
も
頻
繁

に
話
題
に
上
る
ほ
ど
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の

世
界
で
も
、
更
年
期
が
「
語
ら

れ
る
べ
き
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
な

っ
た
こ
と
自
体
、
時
代
の
変
化

を
象
徴
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

■
タ
ム
セ
ン
・
フ
ァ
ダ
ル
が
伝

え
る
ミ
ッ
ド
ラ
イ
フ
の
力

　

一
方
、
タ
ム
セ
ン
・
フ
ァ
ダ

ル
さ
ん
は
エ
ミ
ー
賞
受
賞
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
ミ
ッ

ド
ラ
イ
フ
の
女
性
た
ち
の
声
を

可
視
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を

拠
点
に
、
自
身
の
経
験
を
オ
ー

プ
ン
に
語
り
な
が
ら
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
新
し
い
あ

り
方
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
彼

女
の
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
や
書
籍

は
、
Ｎ
Ｙ
の
キ
ャ
リ
ア
女
性
た

ち
の
間
で
も
話
題
。
年
齢
を
重

ね
る
こ
と
を
「
恐
れ
る
」
の
で

は
な
く
、「
パ
ワ
ー
に
変
え
る
」

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。

■
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
加
速
す
る

フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
革
命

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
フ

ェ
ム
テ
ッ
ク
（
「Female

」
と

「Technology

」
を
組
み
合
わ

造
語
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力

で
女
性
の
健
康
問
題
を
解
決
す

る
）
業
界
の
進
化
も
目
覚
ま
し

い
。
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
や
、

更
年
期
ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
特
化
し

た
ス
パ
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
が
次
々
と
誕
生
。
も
は

や
「
更
年
期
」
と
い
う
ワ
ー
ド

が
隠
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ

れ
が
一
つ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
オ
ー

プ
ン
に
語
ら
れ
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、The M 

Factor 

の
よ
う
な
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
は
、
男
性
を
巻
き

込
み
、
妊
娠
時
と
同
じ
よ
う
に

周
囲
が
女
性
の
変
化
を
理
解
し

支
え
る
重
要
性
を
伝
え
て
い
ま

す
。

■
更
年
期
＝
新
し
い
自
分
を
ク

リ
エ
イ
ト
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

　
「
更
年
期
＝
終
わ
り
」
で
は

な
く
、「
更
年
期
＝
新
し
い
自

分
を
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
」。
そ
ん
な
視
点
が
、
今

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
、
世

界
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
最
前

線
に
立
ち
、
女
性
が
自
分
の
変

化
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
、
よ

り
自
由
に
、
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
未
来
を
創
る
こ
と
ー
そ

れ
こ
そ
が
、
私
の
情
熱
で
す
。

ジェーン・コステロさんと筆者
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観

光
客
で
ご
っ
た
返
す
日

本
で
は
、
い
ろ
ん
な
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
ち
こ
ち
で

起
き
て
い
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
が
大
型
ト
ラ
ン

ク
で
す
。

　

買
い
出
し
な
ん
で
し

ょ
う
か
、
大
型
ト
ラ
ン

ク
が
ひ
と
つ
だ
け
で
な

く
２
個
も
３
個
も
持
つ

人
が
か
な
り
の
割
合
で

増
え
ま
し
た
。
問
題
は

そ
の
ト
ラ
ン
ク
と
乗
り

物
。
京
都
の
市
バ
ス
で

は
、
あ
ま
り
の
ト
ラ
ン

ク
の
多
さ
で
一
般
の
人

が
バ
ス
に
乗
れ
な
か
っ

た
り
、
新
幹
線
の
ド
ア

に
荷
物
が
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
た
り
、
他
人
の

席
に
荷
物
を
置
い
た
り

と
「
通
れ
な
い
」「
わ
た

し
の
席
が
座
れ
な
い
」

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
最
近
で
は
、
電
動

の
ト
ラ
ン
ク
な
ど
も
出
現
し
て

き
て「
危
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
問
題
も
。
わ
た
し
の
友

人
は
、「
そ
の
う
ち
、
リ
モ
コ

ン
で
動
く
ト
ラ
ン
ク
が
出
て
く

る
ん
じ
ゃ
な
い
」と
、戦
々
恐
々

と
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
国
は
、
ど
ん
な
対
処
を

し
て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま

す
。
中
国
で
は
一
般
の
バ
ス
は

大
型
ト
ラ
ン
ク
持
ち
込
み
禁
止

ら
し
い
。
な
ら
ば
、日
本
も「
そ

う
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
、
思
っ
た
り
し
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ど
う
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
最
近

で
は
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に

人
気
の
場
所
も
日
本
に
は

た
く
さ
ん
あ
る
ら
し
く
、

自
転
車
に
ト
ラ
ン
ク
と
い

う
人
も
い
た
り
し
ま
す
。

先
日
も
、
東
京
で
バ
ス
に

乗
っ
て
い
る
と
、
自
転
車

２
台
に
ト
ラ
ン
ク
を
２
個

持
っ
た
カ
ッ
プ
ル
が
し
か

も
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
乗
っ
て

来
ら
れ
ま
し
た
。
も
っ
と

も
お
と
な
し
い
日
本
人
は
、

わ
た
し
も
含
め
て
み
ん
な

黙
っ
て
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
、
ま
だ
ま

だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
増

や
す
つ
も
り
だ
し
、
確
か

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
経
済

効
果
も
あ
り
ま
す
。
で
も

生
活
し
て
い
る
人
た
ち
が

嫌
な
思
い
を
し
な
い
政
策

を
楽
し
く
考
え
て
欲
し
い

で
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興

業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人

材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑

い
」
を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成

が
話
題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ

ラ
ピ
ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

ズ
）」「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま

れ
た
ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」

な
ど
多
数
。

大型トランクのトラブル

https://shop.bandainamco-am.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
https://artspheres.org
https://nippongallery.nipponclub.org/
https://www.annefrankexhibit.org
http://betterchinatown.com/
mailto:info@slidemethod.com
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_d_
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_d_
https://www.musicfromjapan.org
https://www.waitwhatcabaret.com/
http://www.broadwaycomedyclub.com/
https://sailormoonsuperlive.com
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昭
和
レ
ト
ロ
な
迷
路
ゲ
ー

ム
。
慎
重
に
揺
ら
し
て
小
さ
な

銀
の
ボ
ー
ル
を
動
か
し
、
ゴ
ー

ル
に
持
っ
て
い
く
。
そ
の
立
体

版
は
、
複
数
の
迷
路
で
組
み
立

て
ら
れ
た
カ
エ
ル
や
カ
メ
レ
オ

ン
、サ
イ
な
ど
の
オ
ブ
ジ
ェ
で
、

持
ち
上
げ
る
と
小
さ
く
カ
ラ
ン

と
ボ
ー
ル
の
音
が
す
る
。
一
面

を
ク
リ
ア
し
た
ら
次
の
面
に
ボ

ー
ル
を
移
動
し
、
根
気
よ
く
迷

路
を
ク
リ
ア
し
ゴ
ー
ル
に
到

着
。

　

こ
の
「3D Maze Art

」
を

発
明
し
た
の
は
、
イ
ー
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
在
住
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、Ken Augushi

（
大
樫

健
）
さ
ん
。
小
学
校
６
年
生
の

頃
、
工
作
の
宿
題
の
た
め
に
参

考
に
し
た
迷
路
の
作
り
方
の
本

が
「
迷
路
の
道
」
の
始
ま
り
だ

っ
た
。
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
に
入

る
と
参
考
書
は
要
ら
ず
、
頭
に

浮
か
ん
だ
構
図
を
段
ボ
ー
ル
と

接
着
剤
で
現
象
し
た
。
ビ
デ
オ

ゲ
ー
ム
の
マ
リ
オ
が
ジ
ャ
ン
プ

す
る
姿
で
「
重
力
」
に
気
づ

き
、
そ
れ
ま
で
平
面
だ
っ
た
迷

路
を
立
体
に
し
て
み
た
。
最
初

の
立
体
作
品
は
、
６
面
の
迷
路

を
組
み
立
て
た
リ
ン
ゴ
。
学
校

で
物
理
や
数
学
、
幾
何
学
を
学

ぶ
に
つ
れ
、
迷
路
は
さ
ら
に
進

化
す
る
。
友
人
の
た
め
に
作
っ

た
バ
レ
エ
シ
ュ
ー
ズ
や
ギ
タ
ー

な
ど
が
評
判
と
な
り
、
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
好
き
の
先
生
の
た
め
に

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
作
っ
た
。
こ

の
頃
か
ら
材
料
を
ア
ク
リ
ル
樹

脂
に
変
え
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
美

術
大
学
に
進
学
し
、
３
Ｄ
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
や
プ
リ
ン
タ
ー
、
レ

ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
の
使
い
方
を

り
、
東
京
で
の
展
示
の
提
案
が

あ
っ
た
。
山
田
氏
の
人
脈
で
、

岐
阜
県
在
住
の
宗
像
剛
毅
さ
ん

と
知
り
合
う
。
宗
像
さ
ん
に
は

失
読
症
の
障
害
が
あ
る
が
手
先

が
器
用
で
、
職
業
能
力
開
発
校

で
木
工
を
学
ん
で
い
た
。
そ
し

て
３
Ｄ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
プ
リ

ン
タ
ー
を
持
っ
て
い
た
。
東
京

で
の
展
示
に
向
け
、
２
人
の

Zoom

で
話
し
合
う
日
々
が
続

い
た
。
大
樫
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ

で
作
品
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
宗
像

さ
ん
が
プ
リ
ン
タ
ー
で
パ
ー
ツ

を
作
る
、
そ
し
て
部
品
の
組
み

立
て
は
愛
知
県
の
就
業
移
行
支

援
施
設
「
き
ず
な
」
に
依
頼
し

た
。

　

１
月
21
日
、
東
京
都
庭
園
美

術
館
（
港
区
白
金
台
５
ー
21
ー

９
）
で
の
展
示
「
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
を
つ
く
る 3D Maze 

Art

」
が
始
ま
っ
た
。
前
日
の

会
場
準
備
で
、
大
樫
さ
ん
と

宗
像
さ
ん
は
初
め
て
対
面
し

た
。
思
い
が
け
な
い
人
と
の
出

会
い
で
、
迷
路
ア
ー
ト
の
可

能
性
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で

い
る
。
２
月
24
日
（
月
）
ま

で
。
大
樫
さ
ん
の
作
品
の
詳
細

はhttps://3dmaze-art.ktgc.
co.jp

、
同
美
術
館
の
詳
細

はhttps://www.teien-art-
museum.ne.jp

を
参
照
。

（
浜
崎
都
、
写
真
も
）

学
び
、
迷
路
作
品
は
さ
ら
に
発

展
し
た
。

　

現
在
、
日
系
の
照
明
会
社
に

勤
務
し
な
が
ら
、
自
宅
の
Ｐ
Ｃ

と
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作
し

て
い
る
。
２
０
２
３
年
、
迷
路

ア
ー
ト
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業

サ
イ
ボ
ウ
ズ
米
国
法
人
を
立
ち

上
げ
た
山
田
理
氏
の
目
に
留
ま

進
化
す
る
迷
路
の
立
体
ア
ー
ト

アーティスト

大樫 健さん

MEN’S COLUMN
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

https://giip-global.com/ja/
https://sobaya.square.site/v
https://e-kaigo.net/
https://japanvillage.com/
https://www.takesushi.us/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.licensepower.net/
https://3dmaze-art.ktgc.co.jp
https://www.teien-art-museum.ne.jp
https://www.teien-art-museum.ne.jp
https://www.teien-art-museum.ne.jp
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https://www.teien-art-museum.ne.jp
https://www.teien-art-museum.ne.jp


2025年（令和 7年）2月 15日（土） ［総　合］　　（4  ）

 「週刊NY生活」
No. 995

2025年2月15日発行
 ニューヨーク生活プレス社

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.
71 W. 47th St., Suite 1205

New York, N.Y. 10036
Tel: 212-213-6069

www.nyseikatsu.com
◇

Publisher Ryoichi Miura
President Shigeru Hisamatsu
Vice President Jun Nishimura

穐
吉
敏
子
さ
ん
ら

Ｎ
Ｙ
総
領
事
公
邸
で

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212 )840 -6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス( JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人教
育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555

 公共サービス連絡先

第 17回
サクラ・ヘルスフェア
JAAで企画を受け付け中

小林さやかさん
JSで27日講演
映画ビリギャル
10周年記念

（
６
）

　

こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

メ
ー
ル
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多お
お
く
な

っ
た
今い
ま
で
も
、
日に
ほ
ん本
で

は
手て
が
き書
き
で
手て
が
み紙
を
送
お
く

る
文ぶ
ん
か化
が
残
の
こ

っ
て
い
ま

す
。
改
あ
ら
たま
っ
た
手て
が
み紙
は
、

便び
ん
せ
ん
箋
に
縦た
て
が書
き
で
書か

く
こ

と
が
多お
お
い
で
す
。

手て
が
み紙
の
最さ
い
し
ょ初
は
「
拝は
い
け
い啓
」

な
ど
の
頭と
う
ご語
か
ら
始
は
じ

ま
り
、
季き

せ
つ節

の
挨あ

い
さ
つ拶

、

主し
ゅ
ぶ
ん
文
、
結む
す
び
の
挨あ
い
さ
つ拶
と

結け
つ
ご語
、
後あ
と
づ付
け
の
構
こ
う
せ
い成

に
な
っ
て
い
ま
す
。
頭と
う
ご語

と
終お

わ
り
の
結け
つ
ご語
に
は
組く

み
合あ

わ
せ
が
あ
り
、
よ
く

使つ
か
わ
れ
る
の
は
「
拝は
い
け
い啓
」

と
一い
っ
つ
い対
に
な
る
言こ
と
ば葉

「
敬け
い
ぐ具
」ま
た
は「
か
し
こ
」

(

主お
も
に
差さ
し
だ
し
に
ん

出
人
が
女
じ
ょ
せ
い性

の
場ば
あ
い合)

を
使つ
か
い
ま
す
。

手て
が
み紙
の
書か

き
方か
た

鬼お
に

に
金か
な
ぼ
う棒

手書きで　handwritten
縦書き　vertical writing
頭語　salutations
結語　complementary close

一対となる　pair of words
差出人　sender
鬼   demon  
牙　  tusk　

　

も
と
も
と
強つ
よ
い
者も
の
が
、

何な
にか
を
得え

て
さ
ら
に
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
す
る
た
と
え
。

鬼お
に
は
頭
あ
た
まに
角つ
の
、
口く
ち
に
鋭
す
る
ど

い
牙き
ば
を
も
つ
想
そ
う
ぞ
う
じ
ょ
う

像
上
の

怪か
い
ぶ
つ
物
で
、
虎と
ら
の
皮か
わ
の
パ
ン

ツ
（
昔
む
か
しの
方
ほ
う
が
く
め
い

角
名
で
丑
う
し
と
ら寅

＝
北ほ
く
と
う東
＝
鬼き
も
ん門
の
方
ほ
う
が
く角

か
ら
来く

る
に
由ゆ
ら
い来
）
を
は

い
て
い
ま
す
。
金か
な
ぼ
う棒
は
、

突と
っ
き起

が
あ
る
鉄か

な
ぼ
う
ぶ
き

棒
武
器
で

す
。
鬼お
に
は
何な
に
も
持も

っ
て
も

な
く
て
も
強つ
よ
い
の
に
、
金
か
な

棒ぼ
うを
手て

に
す
れ
ば
、
無む
て
き敵

の
存
そ
ん
ざ
い在に
な
る
と
い
う
こ

と
。「
あ
の
有ゆ
う
め
い名
マ
ラ
ソ

ン
選
せ
ん
し
ゅ手、
オ
フ
の
高こ
う
ち地
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
心
し
ん
ぱ
い
き
の
う

肺
機
能

が
倍
ば
い
ぞ
う増し
た
そ
う
だ
。
ま

さ
に
鬼お
に
に
金か
な
ぼ
う棒
だ
ね
！
」

な
ど
と
使つ
か
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
は

５
日
と
６
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
森
美
樹
夫
大
使
公
邸
で
、

天
皇
陛
下
65
歳
の
誕
生
祝
賀
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。
初

日
は
経
済
界
、
外
交
関
係
者
を

中
心
に
約
１
３
０
人
、
２
日
目

は
、
文
化
人
、
教
育
関
係
者
、

医
療
関
係
者
、
報
道
関
係
者
ら

招
待
客
約
１
２
０
人
が
出
席
し

た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
写
真

の
前
で
森
大
使
が
一
人
ひ
と
り

出
迎
え
た
。
招
待
客
に
は
ジ
ャ

ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
穐
吉
敏
子
さ

ん
、
ル
ー
・
タ
バ
キ
ン
さ
ん
夫

妻
＝
写
真
＝
や
ロ
ン
・
カ
ー
タ

ー
さ
ん
夫
妻
ら
有
名
音
楽
家
ら

が
い
た
。
森
大
使
は
、
日
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
の
高
ま

り
を
紹
介
し
、
海
外
か
ら
の
旅

行
者
数
が
２
０
２
４
年
に
米
国

だ
け
で
２
７
０
０
万
人
訪
日
し

て
い
る
現
状
に
触
れ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
が
こ
の

ほ
ど
富
山
県
と
大
阪
市
が
訪
れ

る
べ
き
52
都
市
に
選
ば
れ
た
こ

と
も
紹
介
、
会
場
に
は
大
阪
・

関
西
万
博
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
も
誕
生
パ
ー
テ

ィ
ー
に
駆
け
つ
け
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ)

は
「
第
17
回
サ
ク

ラ
・
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
」（
在
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事

館
、
邦
人
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
と

米
国
日
本
人
医
師
会
の
後
援
）

を
４
月
４
日
（
金
）
か
ら
５
月

４
日
（
日
）
ま
で
開
催
す
る
。

現
在
、参
加
を
希
望
す
る
団
体
、

個
人
か
ら
の
企
画
を
募
集
、
受

け
付
け
中
だ
。

　

今
年
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
Ｊ

Ａ
Ａ
ホ
ー
ル
で
の
対
面
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
な
ど
で
開
催
す
る
。

　

作
家
、
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
、
起

業
家
で
あ
る
小
林
さ
や
か
さ
ん

の
ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会
が
27
日

（
木
）
午
後
７
時
か
ら
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
：

東
47
丁
目
３
３
３
番
地
）
に
て

開
催
さ
れ
る
。

　

退
学
寸
前
の
問
題
を
抱
え
た

中
学
生
か
ら
日
本
最
難
関
の
大

学
入
試
に
合
格
す
る
ま
で
の
道

の
り
を
描
い
た
２
０
１
５
年
の

映
画
『
ビ
リ
ギ
ャ
ル
（
英
題
：

フ
ラ
イ
ン
グ
・
カ
ラ
ー
ズ
）』

の
公
開
10
周
年
を
記
念
し
、
彼

女
の
人
生
、
キ
ャ
リ
ア
、
執
筆

活
動
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
語
る
。
ま
た
、
昨
年
７
月

に
発
表
し
た
著
書
『
私
は
こ
う

し
て
勉
強
に
ハ
マ
っ
た
』
に
つ

い
て
も
語
る
。

　

入
場
料
は
一
般
25
ド
ル
、
Ｊ

天皇陛下誕生日祝う

英え
い
ご語
のSincerely 

に
あ

た
る
言こ
と
ば葉
で
す
。

（
長
久
保
美
奈
、
マ
ナ
ー

講
師
）

「
桜
が
満
開
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
、
日
本
文
化
を
楽
し
み
、
健

康
で
安
全
な
生
活
を
過
ご
す
た

め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
幼
児

か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
全
て
の
年
齢

層
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
計
画

中
だ
。
企
画
の
申
し
込
み
締
め

切
り
は
３
月
15
日
。

｠

開
催
の
趣
旨
は
（
１
）｠ 

COVID-19

な
ど
の
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
の
最
新
情
報
の
提
供

（
２
）
サ
ク
ラ
を
通
し
て
日
本

文
化
を
紹
介
す
る
（
３
）
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
地
区
に
在
住
の
日
本

人
・
日
系
人
の
健
康
や
医
療
に

つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
、
意

識
向
上
を
図
る
（
４
）
様
々
な

企
画
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る

（
５
）
日
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

の
紹
介
と
育
成
。

　

参
加
費
無
料 

（
企
画
に
よ
り

食
事
・
材
料
代
の
徴
収
あ
り
）

｠

企
画
の
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）　

電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ル info@jaany.org or 

noda@jaany.org 

Ｓ
会
員
20
ド
ル
、
学
生
・
シ
ニ

ア
は
23
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/events/
author-talk-signing-meet-
real-life-biri-gal-sayaka-
kobayashi/

を
参
照
す
る
。

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
で
は
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

州
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
大
学
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
学
部
が
主
催
す
る

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
に
て
、
企
業

が
利
用
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
置

す
る
。
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
ほ
か
、
会
社
の
知
名
度
を
高

め
、
教
職
員
や
他
企
業
と
交
流

す
る
機
会
と
な
る
。
参
加
学
生

数
約
１
０
０
０
人
。
開
催
日
時

2
月
25
日
（
火
）
午
後
2
時

か
ら
午
後
6
時
。
出
展
料
無

料
（
ジ
ェ
ト
ロ
が
負
担
）。
定

員
9
社
、
申
し
込
み
締
め
切
り

2
月
14
日
（
金
）
問
い
合
わ
せ

ジ
ェ
ト
ロ
・
Ｎ
Ｙ
事
務
所
（
担

当
／
須
藤
、
大
原
）
Ｅ
メ
ー

ル　

rept@jetro.go.jp

及
び

noriko_ohara@jetro.go.jp　

　
　
（
双
方
の
メ
ー
ル
に
連
絡
）

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
大
学
で

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
開
催

日
系
参
加
企
業
を
募
集

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:noda@jaany.org
mailto:noda@jaany.org
mailto:noda@jaany.org
https://japansociety.org/events/author-talk-signing-meet-real-life-biri-gal-sayaka-kobayashi/
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:noriko_ohara@jetro.go.jp%E3%80%80
mailto:noriko_ohara@jetro.go.jp%E3%80%80
mailto:noriko_ohara@jetro.go.jp%E3%80%80
mailto:noriko_ohara@jetro.go.jp%E3%80%80
mailto:noriko_ohara@jetro.go.jp%E3%80%80
mailto:noriko_ohara@jetro.go.jp%E3%80%80


（5）　　 ［社　会］ 2025年（令和 7年）2月 15日（土）

　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）

は
２
０
０
７
年
か
ら
、
国
籍
を

問
わ
ず
、
Ｎ
Ｙ
近
郊
の
大
学
に

在
籍
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
在
籍

す
る
将
来
の
日
米
関
係
に
関
す

る
学
部
を
専
攻
す
る
５
〜
６
人

の
大
学
院
生
（
医
学
、
音
楽
・

芸
術
専
攻
者
以
外
）
に
、
総
額

３
万
ド
ル
の
本
庄
奨
学
金
を
授

与
し
て
い
る
。

　

現
在
、
今
年
で
19
回
目
と
な

る
本
庄
奨
学
金
を
募
集
し
て
い

る
。
奨
学
金
は
３
５
０
０
〜

１
万
ド
ル
。
提
出
す
る
も
の

は
、
履
歴
書
、
推
薦
状
２
通

（
１
通
は
教
授
か
ら
の
も
の
）、

学
部
お
よ
び
大
学
院
の
成
績
証

明
書
、
現
在
の
選
考
科
目
が
日

米
関
係
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に

役
立
つ
か
の
エ
ッ
セ
イ
。
締
め

切
り
は
２
月
21
日
正
午
。
応

募
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

jaany.org/education/
honjo-scholarship/

を
参
照
。

Ｊ
Ａ
Ａ
本
庄
奨
学
金

申
込
受
付
の
締
め
切
り
21
日

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会や
世界への貢献のためさまざまな活動をしています。

■平和ポスターコンテスト受賞者
テーマ『限りない平和』
対象年齢：11~13歳
授賞式：3月1日（土）12:30pm～1:30pm
会場：ニューヨーク日系人会館
　　（49 W 45th St, 5th Fl.）
金　賞　富里佳倫（NJ日本人学校）
銀　賞　小林建斗・井澤夏穂（NY日本人学校）
銅　賞　白方怜奈（NY日本人学校）
佳　作　小林珈緒・横田依紅・熊澤真弥・
　　　　富士あいら（NJ日本人学校）、
　　　　清都葵（ニューヨーク育英学園）
努力賞　 伊藤百音・森彩咲・井上楓音・
　　　　飯田拓真・北川千絢・山波ひより・
　　　　天目美亜・横田心咲（NY日本人学校）、
　　　　ハマライネン飛望（ニューヨーク育英学園）、
　　　　上原由良（NJ日本人学校）
感謝賞　上原悠太・牧直弥・松尾帝和・
　　　　新海航太郎・小林眞音・長谷川真穂・
　　　　林龍之介・オキセンダイン ワイリー・
　　　　北川史歩・稲吉奏大・新みなみ・
　　　　西村明栞・町田悠真・福薗蓮大・吉
　　　　瀨亮汰・坂本ちえ・久保諒輔・
　　　　木下愛菜・松本純奈・菅野雅斗
　　　（NY日本人学校）

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

　

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所

事
務
局
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
と

日
本
ク
ラ
ブ
共
催
ビ
ジ
ネ

ス
・
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
「
４
０
１(

Ｋ)

最
新
事

情
」
が
、
26
日
（
水
）
午
後

２
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ

る
。
２
０
２
２
年
12
月
末

に
成
立
し
た SECURE Act 

2.0 

に
よ
り
、
米
国
の
リ
タ

イ
ア
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
が
約

50
年
ぶ
り
に
大
き
く
変
わ

る
。
プ
ラ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
や

加
入
者
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
か
ら
退
職
口
座
を
開
設

す
る
企
業
に
も
有
益
な
情

報
を
提
供
す
る
。
講
師
は

市
川
公
美
氏
。
参
加
費
無

料
、
非
会
員
で
も
応
募
可
。
申し込みは https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_d_uyEfKwROOMw052GEhp1g#/registration
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ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
退
院
し
ま
し
た
。
入
院

前
、
手
術
後
、
入
院
期
間
に

も
、
こ
の
コ
ラ
ム
を
ご
覧
に
な

っ
た
方
も
含
め
、
多
く
の
方
か

ら
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

激
励
い
た
だ
い
た
方
の
中
に
は

同
じ
目
の
水
晶
体
の
ゼ
リ
ー

を
抜
い
て
ガ
ス
を
入
れ
る
手
術

を
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
、「
ど
こ
が
痛
く
て
、
ど
う

痛
く
な
い
」「
執
刀
時
間
は
ど

の
く
ら
い
だ
」「
入
院
期
間
中

は
病
院
に
何
を
持
ち
こ
ん
だ
ら

い
い
」
な
ど
、
事
前
に
購
入
し

て
お
く
ほ
う
が
い
い
も
の
、
そ

し
て
術
後
の
治
る
経
過
な
ど
も

含
め
て
、
不
安
な
気
持
ち
へ
の

対
応
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
も

し
き
れ
ま
せ
ん
。
手
術
入
院
と

い
う
、
２
０
２
５
年
最
初
に
自

分
に
と
っ
て
、
人
生
初
入
院
、

初
手
術
と
い
う
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
を
体
験
し
ま
し
た
が
、
あ
る

意
味
で
今
年
一
番
の
ラ
ッ
キ
ー

で
は
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
な
ぜ
「
入
院
や
手
術
が
災

難
で
は
な
く
、
ラ
ッ
キ
ー
な
の

か
」
そ
の
理
由
は
、
前
回
の
コ

ラ
ム
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
い

き
な
り
開
頭
手
術
と
か
癌
に
よ

る
内
臓
の
一
部
の
切
除
と
か
い

う
重
篤
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
。
多
分
、
私

は
、
亡
く
な
っ
た
両
親
の
こ
と

を
思
い
、
毎
日
寝
起
き
に
仏
壇

に
お
祈
り
し
て
い
る
こ
と
、
毎

月
１
の
日
に
熊
本
の
先
祖
の
系

列
の
「
大
阪
の
お
寺
」
で
お
経

を
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
と
か
が
、「
ラ
ッ
キ
ー

な
手
術
、
高
齢
へ
の
入
口
、
入

門
編
だ
っ
た
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
心

構
え
と
し
て
の
２
週
間
程
度
の

準
備
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
も
ラ

ッ
キ
ー
で
し
た
。
本
紙
の
新
年

号
コ
ラ
ム
で
「
私
の
今
年
の
介

護
の
展
望
予
測
」
の
４
番
目

の
予
測
に
挙
げ
て
い
ま
し
た

「
Ａ
Ｃ
Ｐ
（Advanced Care 

Planning

）」
と
い
う
予
測
が

当
た
り
ま
し
た
ね
。

　

皆
さ
ん
も
、「
急
！
に
何
が

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
楽

観
主
義
バ
イ
ア
ス
を
打
倒
し

て
、
今
年
の
残
り
11
か
月
、
ち

ゃ
ん
と
身
も
心
も
自
然
災
害
や

自
分
に
起
き
る
災
い
へ
の
準
備

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

準
備
し
て
お
い
て
良
か
っ
た
も

の●
入
院
は
寝
る
時
間
が
多
い
た

め
、
床
ず
れ
防
止
の
寝
心
地
の

い
い
マ
ッ
ト
、
首
を
痛
め
な
い

枕
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
（
数
種
類
）、

高
さ
の
微
調
整
す
る
た
め
の
触

り
心
地
の
い
い
タ
オ
ル
、
医
師

の
許
可
の
も
と
で
今
回
の
患
部

に
効
果
の
あ
る
サ
プ
リ
メ
ン

ト
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、
か
り
っ

か
り
っ
と
ナ
ッ
ツ
類
、
ス
マ
ホ

を
一
日
中
見
て
い
る
と
首
が
痛

く
な
る
た
め
、
デ
ス
ク
に
合
わ

せ
て
じ
ぶ
ん
の
首
自
体
を
置
く

手
術
入
院
の
前
に
準
備
す
る
こ
と

穴
あ
き
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
ス
タ
バ

の
タ
ン
ブ
ラ
ー
な
ど
。
幸
い
に

も
病
院
の
１
階
に
コ
ン
ビ
ニ
が

あ
っ
た
の
で
そ
こ
で
揃
う
も
の

は
持
ち
込
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
前
に
コ
ン
ビ
ニ
を
下
見
し
て

お
く
の
も
大
事
で
し
た
ね
。

●
手
術
シ
ー
ン
を
無
料
動
画
共

有
サ
イ
ト
で
み
て
お
く
こ
と
。

今
は
便
利
で
す
ね
。
患
部
が
映

し
出
さ
れ
た
り
、
血
が
出
た
り

エ
グ
い
シ
ー
ン
で
は
あ
り
ま
す

が
、
自
分
に
置
き
換
え
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
の
で
、
い
ざ
手
術

室
に
向
か
う
時
も
、
手
術
台
に

寝
か
せ
ら
れ
て
眩
し
い
光
が
顔

を
照
ら
し
て
も
、
布
を
被
せ
ら

れ
て
も
、
手
術
名
を
医
師
が
宣

告
し
て
も
、
ナ
イ
フ
や
カ
ッ
タ

ー
の
よ
う
な
尖
り
も
の
を
み
て

も
、時
間
が
刻
々
と
経
つ
中
で
、

今
何
を
さ
れ
て
い
る
の
か
が
だ

い
た
い
わ
か
っ
た
し
、
全
身
麻

酔
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
意
識

を
し
っ
か
り
持
っ
て
立
ち
向
か

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
友
人
の
体
験
談　

書
籍
や
ネ

ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
等
の
体
験
談

も
い
い
が
、
や
は
り
友
人
か
ら

の
体
験
談
は
肌
身
に
染
み
る
情

報
ば
か
り
で
し
た
。
仕
事
の
こ

と
、
家
族
の
こ
と
、
前
述
の
手

術
に
臨
む
と
き
の
気
持
ち
な

ど
。

　

ま
た
、
前
回
の
コ
ラ
ム
で
も

予
測
し
て
い
ま
し
た
が
、「
入

院
中
は
、
医
療
機
関
の
サ
ー
ビ

ス
を
１
０
０
％
受
け
入
れ
る
覚

悟
で
い
っ
て
き
ま
す
」
と
書
き

ま
し
た
が
、
医
療
従
事
者
か
ら

受
け
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
や
は
り

嫌
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た

ね
。
多
分
、
介
護
が
必
要
に
な

っ
て
、
施
設
や
病
院
に
入
院
さ

れ
る
方
た
ち
も
同
じ
気
持
ち
な

の
で
は
な
い
か
な
。
正
直
な
気

持
ち
で
す
が
、「
や
っ
て
あ
げ

て
い
る
」「
あ
な
た
は
私
た
ち

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
い
と
何

も
で
き
な
い
人
」
と
い
う
オ
ー

ラ
が
や
は
り
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
は
そ
れ
ら

を
１
０
０
％
受
け
入
れ
る
つ
も

り
で
入
院
し
た
の
で
す
か
ら
、

毎
日
、
受
け
る
た
び
に
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
す
み

ま
せ
ん
」
を
こ
と
あ
る
ご
と
に

言
葉
に
発
し
て
い
ま
し
た
。
そ

う
。
病
院
側
か
ら
私
へ
の
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
10

日
間
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

の
心
の
深
い
部
分
に
は
「
劣
等

感
」
で
は
な
い
が
、
院
内
で
の

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
「
上
下
関
係
」

の
よ
う
な
気
持
ち
が
芽
生
え
て

き
て
い
た
の
は
事
実
で
し
た
。

「
俺
は
何
も
で
き
な
い
状
態
な

ん
だ
」
と
い
う
拗
ね
た
気
持
ち

と
い
う
か
。
病
院
側
と
し
て
は

「
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
て
当

然
」
と
い
う
気
持
ち
は
決
し
て

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
患
者
で

あ
ろ
う
が
要
介
護
者
で
あ
ろ
う

が
「
対
等
」
と
い
う
か
病
院
は

Hospital

と
い
う
く
ら
い
で
す

か
ら
、
見
本
に
な
る
く
ら
い
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
持
っ
て
欲

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
全
て

の
医
療
機
関
が
そ
う
だ
と
は
限

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
介
護
の

施
設
や
サ
ー
ビ
ス
で
も
共
通
の

概
念
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま

し
た
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

ボクシングの吉田
勝利の笑顔

　

女
子
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
吉

田
実
代
の
復
帰
第
１
戦
が
２
月

１
日
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ

ュ
ー
ア
ー
ク
・
プ
ル
デ
ン
シ
ャ

ル
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
ベ

ー
タ
・
ド
ゥ
デ
ッ
ク
、
プ
ロ
５

勝
（
４
Ｋ
Ｏ)

５
敗
、
ス
ロ
バ

キ
ア
生
ま
れ
の
32
歳
に
判
定
勝

ち
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
マ
ジ
ソ
ン
ス
ク

エ
ア
ガ
ー
デ
ン
シ
ア
タ
ー
で
実

施
さ
れ
た
Ｉ
Ｂ
Ｆ
女
子
バ
ン
タ

ム
級
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
で
メ
ト

カ
フ
に
ま
さ
か
の
判
定
負
け
を

し
た
吉
田
が
復
帰
戦
に
挑
ん
だ

試
合
。
昨
年
の
タ
イ
ト
ル
マ
ッ

チ
で
の
判
定
に
対
し
て
異
議
申

し
立
て
し
て
い
た
こ
と
が
１
月

９
日
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り

吉
田
は
バ
ン
タ
ム
級
１
位
に
昇

格
。
今
回
の
試
合
で
も
「
思
う

存
分
に
闘
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
満
面
の
笑
み
を
見
せ
、

試
合
勝
利
か
ら
１
週
間
後
の
６

日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
公

邸
で
行
わ
れ
た
天
皇
陛
下
誕
生

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
歴
史

博
物
館
は
、
10
日
夕
、
日
本
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
、「
国
吉
康
雄

の
人
生
と
Ｎ
Ｙ
で
の
活
動
：

Yasuo Kuniyoshi’
s Life 

and W
ork in NY

」
と
題
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。 

　

国
吉
康
雄
は
、
１
８
８
９
年

に
岡
山
で
生
ま
れ
、
１
９
０
６

年
に
渡
米
。混
沌
と
し
た
時
代
、

日
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
も
吉
田
の

勝
利
が
森
美
樹
夫
大
使
か
ら
会

場
で
発
表
さ
れ
、
招
待
客
か
ら

祝
福
を
受
け
た
。

国
吉
は
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る

画
家
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
彼
の
卓
越
し
た
才
能

は
最
終
的
に
１
９
５
０
年
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の

ア
メ
リ
カ
代
表
に
ま
で
押
し
上

げ
た
が
、
日
本
で
は
国
吉
に
つ

い
て
あ
ま
り
良
く
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
で
も
死
後
し

ば
ら
く
の
間
忘
れ
去
ら
れ
て
い

た
作
家
だ
。

　

今
回
は
、
岡
山
大
学
の
伊
藤

駿
特
任
教
授
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
を

挟
ん
で
ア
メ
リ
カ
に
生
き
た
日

系
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ア
ー
ト
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
・
リ
ー
グ
の
教
授
と
し
て
教

育
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
国
吉

の
業
績
な
ど
解
説
し
、
約
90
人

の
来
場
者
が
熱
心
に
聴
講
し

た
。

米国退職年金
ウェビナー
26日に開催

日本クラブと JCCI

日
系
画
家
、
国
吉
康
雄
の
人
生

岡
山
大
学
の
伊
藤
特
任
教
授
が
講
演

http://myriverside.net/home
http://www.yamagatadental.net/
https://jaany.org/education/honjo-scholarship/
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_d_uyEfKwROOMw052GEhp1g#/registration
http://www.nyjalc.org
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
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税
金
特
集

①

米
国
個
人
所
得
税
確
定
申
告

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

 　
年
が
明
け
て
個
人
確
定
申
告

の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

米
国
で
の
確
定
申
告
は
今
回
初

め
て
行
う
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
例
年
申
告
さ
れ
て
い
る
方

も
年
に
１
度
の
こ
と
で
す
の
で

何
年
た
っ
て
も
慣
れ
な
い
も
の

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

で
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
る
納
税
者
が
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
も
そ
も
確
定
申

告
に
な
じ
み
が
な
い
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
の
確
定
申
告
は
４
月
15
日

（
火
）
が
期
日
で
す
。
あ
と
２

か
月
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
先
送

り
を
し
て
後
で
あ
わ
て
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
早
め
に
対
応

し
て
申
告
を
行
い
た
い
も
の
で

す
。
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
こ
の

よ
う
な
慣
れ
な
い
複
雑
な
米
国

の
確
定
申
告
を
分
か
り
や
す

く
、
日
本
人
の
読
者
の
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
９

回
シ
リ
ー
ズ
で
米
国
の
個
人
所

得
税
務
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
第
１
回
目
は
、
そ
も
そ
も

あ
な
た
は
確
定
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
？
と
い
う
疑
問

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

１　

確
定
申
告
が
必
要
な
人

　

米
国
で
は
確
定
申
告
が
必
要

と
さ
れ
る
ハ
ー
ド
ル
が
日
本
よ

り
も
低
い
の
で
、
日
本
で
確

定
申
告
を
行
っ
た
こ
と
の
な

い
人
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は

対
象
者
に
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
米
国
連
邦
所
得
税
法
上
、

２
０
２
４
年
の
所
得
が
概
算
控

除
額
を
超
え
た
場
合
は
確
定
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
24
年

末
に
65
歳
未
満
の
場
合
、
概

算
額
控
除
は
独
身
で
あ
れ
ば 

１
万
４
６
０
０
ド
ル
、
既
婚
者

で
夫
婦
一
緒
に
申
告
を
す
る
場

合
（
夫
婦
合
算
申
告
者
）
で
は

倍
の
２
万
９
２
０
０
ド
ル
と
な

り
ま
す
。
従
っ
て
、
所
得
が
こ

れ
ら
の
控
除
額
以
上
の
方
は

申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
夫
婦
別
々
に
申

告
す
る
場
合
（
夫
婦
個
別
申

告
者
）
で
は
概
算
額
控
除
は

１
万
４
６
０
０
ド
ル
と
な
り
ま

す
が
、
５
ド
ル
以
上
の
所
得
が

あ
る
場
合
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
米
国
で

は
連
邦
税
の
ほ
か
に
も
、各
州
、

各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

所
得
税
制
度
を
も
っ
て
い
ま

す
。
連
邦
税
で
確
定
申
告
が
必

要
で
な
い
場
合
で
も
、
州
、
市

町
村
に
対
し
て
確
定
申
告
を
行

う
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

点
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

給
与
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
て
そ
の
他
の
所
得
は
な

い
の
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要

は
な
い
、
と
考
え
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
雇
用

主
はForm W-4

と
呼
ば
れ

る
従
業
員
か
ら
の
源
泉
徴
収
の

指
示
に
し
た
が
っ
て
源
泉
徴
収

を
行
い
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収

の
指
示
と
確
定
申
告
で
の
申
告

身
分
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
米
国
で
は
給
与
の
源

泉
徴
収
に
使
用
さ
れ
る
税
率
と

確
定
申
告
で
の
税
率
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
確
定
申
告

は
必
要
な
い
と
考
え
る
の
は
間

違
い
で
す
。
後
に
な
っ
て
税
務

当
局
か
ら
の
追
徴
通
知
を
受
け

た
り
、
ま
た
、
税
金
を
払
い
す

ぎ
て
い
た
の
に
還
付
金
が
未
請

求
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ご
自
身
の
確
定
申
告
の
要
否
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

確
定
申
告
は
必
要
な
い

が
、
申
告
を
し
た
方
が
良
い
人

　

所
得
が
概
算
額
控
除
よ
り
も

低
く
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
な
い
人
で
も
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
給
付
金
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
米
国
に
は
労
務
に
対
す

る
対
価
と
し
て
の
報
酬
を
得

て
い
る
人
に
対
し
て
還
付
金

の
形
式
を
と
っ
て
給
付
を
す

る
制
度
（
役
務
所
得
税
額
控

除
、「Earned Income Tax 

Credit

」）
が
あ
り
ま
す
。
所

得
額
や
扶
養
子
女
の
数
に
応
じ

て
給
付
額
は
変
動
し
ま
す
が
、

扶
養
し
て
い
る
子
女
が
い
な
い

場
合
最
高
で
６
３
２
ド
ル
、
１

人
の
場
合
４
２
１
３
ド
ル
、
２

人
の
場
合
６
９
６
０
ド
ル
、
３

人
以
上
の
場
合
７
８
３
０
ド
ル

ま
で
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

但
し
、
こ
の
税
額
控
除
を
受
け

る
に
は
収
入
の
上
限
が
あ
り
ま

す
。
既
婚
者
で
あ
れ
ば
夫
婦
合

算
申
告
者
し
か
認
め
ら
れ
ず
、

利
子
や
配
当
と
い
っ
た
投
資
所

得
が
１
万
１
６
０
０
ド
ル
未
満

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
で

す
。
ま
た
、
非
居
住
者
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番

号
が
な
い
納
税
者
や
子
女
は
対

象
外
で
す
。

（
２
）
子
女
税
額
控
除
（Child Tax Credit

）- 

17
歳
未
満
の

扶
養
子
女
が
い
る
場
合
、
子
供

１
人
に
つ
き
最
高
２
０
０
０
ド

ル
の
税
控
除
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
子
女
税
額
控
除
を
取
り
き

れ
な
い
納
税
者
は
、
１
７
０
０

ド
ル
ま
で
の
還
付
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
整
総

所
得
が
20
万
ド
ル
（
夫
婦
合
算

申
告
の
場
合
は
40
万
ド
ル
）
か

ら
減
額
が
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
請
で
き
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
但
し
、
こ
の
控
除

に
は
子
女
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
番
号
を
保
有
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ソ
ー
シ

ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
番
号
を
保

有
し
て
い
な
い
扶
養
家
族
に
つ

い
て
は
、
そ
の
他
扶
養
家
族
税

額
控
除
と
し
て
５
０
０
ド
ル
の

税
控
除
を
申
請
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

（
３
）
ア
メ
リ
カ
教
育
費
支

援
税
額
控
除
（American 
Opportunity Credit

）-

大
学

な
ど
の
学
費
や
登
録
費
用
に
つ

い
て
最
高
２
５
０
０
ド
ル
ま
で

税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

も
し
所
得
税
額
が
当
該
税
額
控

除
額
よ
り
少
な
い
場
合
に
は
、

40
％
ま
で
の
控
除
額
に
つ
い
て

還
付
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
税
額
控
除
に
は

所
得
制
限
が
あ
る
の
で
、
も
し

親
の
申
告
書
で
所
得
制
限
に
か

か
っ
て
扶
養
控
除
を
と
る
メ
リ

ッ
ト
が
な
い
場
合
で
、
学
生
の

お
子
さ
ん
に
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら

の
収
入
が
多
少
で
も
あ
れ
ば
、

お
子
さ
ん
が
ご
自
身
で
申
告
を

す
る
こ
と
で
こ
の
税
額
控
除
を

活
用
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
は
26
日
（
水
）
午

後
７
時
か
ら
８
時
ま
で
オ
ン
ラ

イ
ン
税
務
講
演
会 

「
２
０
２
４

年
度
タ
ッ
ク
ス
・
リ
タ
ー
ン
の

ポ
イ
ン
ト
と
知
る
べ
き
税
務
の

変
化
」を
開
催
す
る
。
講
師
は
、

武
藤
登
と
ホ
ー
ル
基
江
（
Ｃ
Ｐ

Ａ
、
国
際
税
務
、
Ｃ
Ｄ
Ｈ
会
計

事
務
所
）。

　

参
加
希
望
者
は
Ｊ
Ａ
Ａ
に
申

し
込
む
（
Ｅ
メ
ー
ル　

info@
jaany.org 

）。
後
日
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ 

リ
ン
ク｠

を
送
る
。
Ｊ
Ａ
Ａ
で

は
昨
年
の
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア

で
「
日
本
に
本
帰
国
に
伴
う
永

住
権
放
棄
前
と
放
棄
後
の
税

務
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
も

開
催
し
て
好
評
だ
っ
た
。

オンライン税務講演会
ＪＡＡが 26日に実施

　

石
破
首
相
と
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
と
の
日
米
首
脳
会
談
（
１
面

に
記
事
）
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ポ
ス
ト
は
７
日
付
電
子
版
で

「
日
本
の
首
脳
、
関
税
回
避
の

た
め
ト
ラ
ン
プ
氏
を
喜
ば
せ
よ

う
と
し
た
」
と
の
見
出
し
で
報

じ
た
。
２
０
２
２
年
に
暗
殺
さ

れ
た
安
倍
晋
三
首
相
の
よ
う
な

カ
リ
ス
マ
性
も
な
く
、
ゴ
ル
フ

を
利
用
し
て
親
密
な
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
な
い
石
破
首
相

を
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
惜
し

み
な
く
賞
賛
、
お
世
辞
で
笑
い

を
誘
う
な
ど
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

た
」
と
評
価
し
た
。
会
談
後
の

記
者
会
見
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
石
破
首
脳
の
印
象
を
「
彼
は

首
相
と
し
て
素
晴
ら
し
い
仕
事

を
す
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
と
て

も
強
い
人
だ
。
彼
が
そ
ん
な
に

強
く
な
け
れ
ば
い
い
の
に
。
も

う
少
し
弱
け
れ
ば
い
い
の
に
と

思
う
が
、
そ
れ
が
私
の
得
た
も

の
だ
。
私
は
常
に
強
い
人
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答
え

た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。「
会

談
は
関
税
の
警
告
で
終
わ
っ

た
。
日
本
側
か
ら
の
賞
賛
に
よ

り
緊
張
は
緩
和
さ
れ
た
」
と
報

じ
た
。

　

他
の
米
メ
デ
ィ
ア
は
日
米
間

の
経
済
問
題
を
個
別
に
報
道
し

た
も
の
が
多
か
っ
た
。
ウ
ォ
ー

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

は
、
日
本
製
鉄
に
よ
る
Ｕ
Ｓ
ス

チ
ー
ル
の
買
収
問
題
に
つ
い

て
「
買
収
で
は
な
く
投
資
」
で

あ
る
と
の
共
同
記
者
会
見
で
の

発
表
を
報
じ
、
ロ
イ
タ
ー
は
こ

れ
に
加
え
て
米
国
産
液
化
天
然

ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
輸
入
拡
大

で
合
意
し
た
こ
と
を
、
Ａ
Ｐ
通

信
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
石
破

首
相
に
対
日
貿
易
赤
字
を
削
減

し
た
い
と
述
べ
た
こ
と
を
報
じ

た
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
な
ど
大
手
テ

レ
ビ
局
が
会
談
後
の
共
同
記
者

会
見
を
生
中
継
す
る
な
ど
し

た
。
両
首
脳
の
や
り
と
り
は
時

折
記
者
団
か
ら
も
笑
い
が
出
る

和
や
か
な
も
の
だ
っ
た
が
、
記

者
団
か
ら
の
質
問
の
多
く
が
日

米
関
係
で
は
な
く
ト
ラ
ン
プ
氏

の
政
策
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

各国首脳のお世辞外交について報じる10日付 NYタイムズ紙

「
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
」
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙

日
米
首
脳
会
談　

米
メ
デ
ィ
ア
の
論
調

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://www.hondag.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
tel:9176780297


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025年（令和 7年）2月 15日（土）

 Anti-bride Wedding  伝統に囚われない結婚式
　　アメリカの若い人の間で注目されている言葉がAnti-bride Wedding。Anti-bride は直訳
すれば「反新婦」ですが、実は伝統的なbridal norm （結婚式の決まりごと）から距離を
置いて、簡素で自分流の式を挙げることを意味します。伝統的な結婚式（Wedding) と披
露宴（Reception) と言うと、美しい飾り付けのもと、新婦は白いドレス、新郎は黒い正装
です。Bridal Consultant に相談し、場所の予約から始まり、祭祀者を含む式次第を決め、

招待客のリストを作り、贅沢な食事のメニューと・・・長い準備期間が必要です。費用は招待客の数によるでし
ょうが、100人くらいを想定すれば、3万から4万ドル（450万から600万円）はかかると言われます。
　Anti-bride Weddingでは、形式を気にせず、好みの服を着て、レストランや気楽な場所に家族や親しい友人だけ
を呼んで、大きな出費もなく行えます。　物価高が家計を直撃する中、Anti-bride Weddingが若い人の間で広がる
のは自然な流れなのでしょう。
　　実際、アメリカにおいて結婚数が減少している現象が問題になっています。　２０年前には１０００人に８
組くらいあった結婚が今では６組くらいです。結婚を促す社会的なプレッシャーが減る中、あらゆる形の同棲・
共生形態が広がっています。その背景には、結婚式・披露宴そしてその後の夫婦の生活や子育てなどにかかる様々
な経済的要因があるのは間違いありません。Anti-bride Weddingの広がりが、若者の結婚に対するためらいを、少
しでも緩和することを期待する声も聞かれます。日本でも結婚式の簡素化が進んでいると聞きました。もしかし
たら、これは世界的な傾向なのかもしれません。　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【289】

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好

評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

　

不
動
産
情
報
サ
イ
ト
の
プ
ロ

パ
テ
ィ
シ
ャ
ー
ク
は
、
Ｎ
Ｙ
市

内
で
最
も
不
動
産
価
格
が
高
い

地
区
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し

た
。
最
低
５
戸
購
入
が
あ
っ
た

地
区
を
対
象
に
、
２
０
２
４

年
末
で
契
約
済
み
の
各
地
区

の
不
動
産
の
中
間
価
格
を
分

析
。
最
も
高
か
っ
た
の
は
６
年

間
連
続
の
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド

で
、
中
間
価
格
は
23
年
比
で
22

％
増
の
７
１
２
万
６
０
０
０

ド
ル
だ
っ
た
。
２
位
は
ト

ラ
イ
ベ
ッ
カ
（
中
間
価
格

３
２
９
万
５
０
０
０
ド
ル
）、

３
位
ソ
ー
ホ
ー
（
３
１
０
万
ド

ル
）
で
、
上
位
41
地
区
は
中
間

価
格
が
１
０
０
万
ド
ル
以
上
と

な
っ
た
。

　

最
も
価
格
上
昇
が
著
し
か
っ

た
の
は
、
23
年
比
で
50
％
増
の

６
位
ノ
リ
ー
タ
（
２
４
０
万
ド

ル
）、
52
％
増
の
11
位
チ
ェ
ル

シ
ー
（
１
８
８
万
５
０
０
０
ド

ル
）
だ
っ
た
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の

上
位
20
地
区
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
が
占
め
て
お

り
、
上
位
10
地
区
に
は
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
９
位
レ
ッ
ド
フ
ッ

ク
（
１
９
７
万
５
０
０
０
ド

ル
、
11
％
増
）、
10
位
キ
ャ
ロ

ル
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
（
１
９
５
万

ド
ル
、
36
％
増
）
が
入
っ
て
い

る
。
Ｎ
Ｙ
市
全
体
の
中
間
価
格

は
74
万
８
０
０
０
ド
ル
だ
っ

た
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

propertyshark.com/Real-
Estate-Reports/priciest-
nyc-neighborhoods/

を
参

照
す
る
。

不
動
産
最
も
高
い
場
所

ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
６
年
間
連
続

　

川
崎
車
両
は
、
同
社
の
米

国
現
地
法
人Kawasaki Rail 

Car, Inc. 

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

ヨ
ン
カ
ー
ス
市
、
廣
瀬
雄
介
社

長
）
を
通
じ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
交
通
局
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
）

よ
り
新
型
地
下
鉄
電
車
「
Ｒ

２
１
１
」
４
３
５
両
を
追
加

受
注
し
た
。
追
加
分
の
契
約

金
額
は
、
約
13
億
ド
ル
（
約

１
７
７
３
億
円
）
で
、
車
両
の

構
体
製
作
を
リ
ン
カ
ー
ン
工
場

（
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
）、
機
器
取
付

と
最
終
組
立
お
よ
び
機
能
試
験

を
リ
ン
カ
ー
ン
工
場
と
ヨ
ン
カ

ー
ス
工
場
の
2
か
所
で
行
い
、

２
０
２
７
年
か
ら
28
年
に
か
け

て
納
入
す
る
予
定
。

　

今
回
の
追
加
受
注
は
、
18

年
に
受
注
し
た
ベ
ー
ス
契
約

５
３
５
両
に
付
随
す
る
2
つ
目

の
オ
プ
シ
ョ
ン
契
約
が
行
使
さ

れ
た
も
の
。
ま
た
、
22
年
に
は

１
つ
目
の
オ
プ
シ
ョ
ン
６
４
０

両
も
行
使
さ
れ
、
今
回
の
オ
プ

シ
ョ
ン
行
使
に
よ
り
Ｒ
２
１
１

の
受
注
総
数
は
１
６
１
０
両
、

契
約
総
額
は
約
45
億
ド
ル
（
約

６
３
２
７
億
円
）
と
同
社
に
お

け
る
過
去
最
大
規
模
の
鉄
道
車

両
案
件
に
な
っ
た
。

　

Ｒ
２
１
１
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
地
下
鉄
の
近
代
化
や
利
用
者

の
継
続
的
な
増
加
な
ら
び
に
旅

客
サ
ー
ビ
ス
向
上
計
画
に
伴

い
、
既
存
の
地
下
鉄
電
車
の
置

き
換
え
と
し
て
導
入
さ
れ
る
も

の
で
、
監
視
カ
メ
ラ
搭
載
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
や
デ
ジ
タ
ル
表
示

機
、
混
雑
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
乗

り
降
り
を
考
慮
し
た
従
来
よ
り

も
広
い
ド
ア
の
採
用
が
特
長
。

同
社
は
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｔ
向
け
で
は

１
９
８
２
年
に
Ｒ
62
型
地
下
鉄

電
車
３
２
５
両
を
受
注
し
て
以

来
、
２
２
０
０
両
を
超
え
る
納

入
実
績
を
有
し
て
い
る
。
今
回

の
追
加
発
注
は
、
同
社
が
長
年

北
米
市
場
で
培
っ
た
豊
富
な
実

績
に
裏
付
け
ら
れ
る
契
約
履
行

能
力
と
、
厳
し
い
技
術
要
求
へ

の
対
応
力
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
も
含
め
た
同
社
が
提
供
す
る

顧
客
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

川
崎
車
両
Ｎ
Ｙ
地
下
鉄
で

総
受
注
数
１
６
１
０
両
に

435両追加受注

　

ジ
ェ
ト
ロ
が
行
っ
た
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
政
策
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
１
面
に
記
事
）

で
、全
体
の
影
響
は
半
数
が「
分

か
ら
な
い
」、「
マ
イ
ナ
ス
」
は

25
％
、「
プ
ラ
ス
」
は
11
％ 

新

政
権
の
政
策
全
体
が
自
社
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、「
現

時
点
で
は
分
か
ら
な
い
」
と
の

回
答
が
約
半
数
（
48
・
1
％
）。

「
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
」（
25
・

0
％
）、「
プ
ラ
ス
の
影
響
」

（
10
・
8
％
）
と
続
く
。
業
種

別
で
は
自
動
車
等
部
品
で
2
社

に
1
社
（
52
・
2
％
）
が
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
を
指
摘
。
他
方
、

「
マ
イ
ナ
ス
と
プ
ラ
ス
が
同
程

度
」（
14
・
2
％
）
と
影
響
を

中
立
的
に
捉
え
る
企
業
も
一
定

数
み
ら
れ
た
。

　

新
政
権
に
よ
る
税
制
改
革
、

経
済
政
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
プ
ラ
ス
の
効
果
も
指
摘
。
新

政
権
に
よ
る
法
人
税
な
ど
の
減

税
措
置
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
規
制
緩
和
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
整
備
に
期
待
。
な
か
で
も
税

制
改
革
は
、
最
多
の
47
・
3
％

が
プ
ラ
ス
の
影
響
と
回
答
。
イ

ン
フ
レ
対
策
な
ど
経
済
政
策

（
34
・
9
％
）、
バ
イ
デ
ン
政
権

か
ら
の
転
換
が
見
込
ま
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
（
34
・
5
％
）

へ
の
期
待
も
大
き
い
。

　

関
税
政
策
は
、
ベ
ー
ス
ラ
イ

ン
関
税
、
対
中
国
、
対
メ
キ
シ

コ
の
順
で
影
響
大
。 

関
税
政

策
で
は
、
全
て
の
国
・
地
域
か

ら
の
輸
入
に
対
す
る
一
律
10
〜

20
％
の
追
加
関
税
、
対
中
国
追

加
関
税
の
影
響
が
特
に
大
き

い
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
及

ぼ
す
影
響
で
は
中
国
か
ら
の
輸

入
に
対
す
る
60
％
関
税
が
最

大
。

　

新
政
権
の
政
策
を
見
据
え
た

対
応
は
追
加
関
税
へ
の
対
策
が

最
多
だ
っ
た
。
新
政
権
の
政
策

を
見
据
え
た
現
時
点
で
の
対
応

と
し
て
は
、
追
加
関
税
へ
の
対

策
を
挙
げ
る
企
業
が
最
多
。
米

国
内
製
造
・
調
達
の
強
化
、
生

産
拠
点
や
調
達
先
の
見
直
し
、

製
品
値
上
げ
・
価
格
転
嫁
の
検

討
、
生
産
・
出
荷
・
入
荷
の
前

倒
し
な
ど
、
発
動
に
備
え
る
動

き
が
広
が
る
。
他
方
、
新
政
権

の
政
策
を
待
っ
て
対
応
を
検
討

す
る
企
業
も
み
ら
れ
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
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版
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ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政
策

ジ
ェ
ト
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ン
ケ
ー
ト

日
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に
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待
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長
江
充
展
シ
ェ
フ
が
率
い

る
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
の
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ス
タ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ

ベ
イ
ユ
（l’abeille

）」（
グ
リ

ニ
ッ
チ
ス
ト
リ
ー
ト
４
１
２

番
地
）
は
18
日
（
火
）・
19
日

（
水
）
の
２
夜
限
定
で
、
パ
リ

か
ら
渥
美
創
太
シ
ェ
フ
を
迎

え
る
。
千
葉
県
出
身
の
渥
美
シ

ェ
フ
は
19
歳
で
フ
ラ
ン
ス
に

渡
り
、
ト
ロ
ワ
グ
ロ
、
ス
テ
ラ

マ
リ
ス
、
ジ
ョ
エ
ル
・
ロ
ブ
シ

ョ
ン
の
ラ
ボ
な
ど
、
３
つ
星
レ

ス
ト
ラ
ン
で
修
行
を
積
ん
だ
。

そ
の
後
、
２
０
１
４
年
に
フ
ラ

ン
ス
の
ベ
ス
ト
ビ
ス
ト
ロ
に

選
ば
れ
た
ク
ロ
ワ
ン
バ
ー
ル

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ェ
フ
を

務
め
、
同
店
を
離
れ
た
後
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、

東
京
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
で
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
コ
ン
セ
プ
ト
に
挑

戦
し
、
19
年
に
パ
リ
11
区
の
一

軒
家
に
自
身
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「MAISON

」
を
開
店
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
渥
美
シ

ェ
フ
が
長
江
シ
ェ
フ
と
協

力
し
、
日
仏
の
料
理
を
融

合
さ
せ
た
特
別
な
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
す
る
。
予
約
は
電
話

２
１
２
・
５
４
２
・
３
８
９
７
、

ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.labeille.nyc/
up-coming-events-2025

か

ら
。

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
に
あ
る
Ｎ
Ｙ

植
物
園
（2900 Southern 

Blvd

）
の
毎
年
恒
例
の
ラ
ン
展

が
今
月
15
日
（
土
）
か
ら
４
月

27
日
（
日
）
ま
で
、
園
内
に
あ

る
ハ
ウ
プ
ト
・
コ
ン
サ
バ
ト
リ

ー
温
室
で
開
催
さ
れ
る
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
メ
キ
シ
コ
の
モ

ダ
ニ
ズ
ム
」。
伝
統
と
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
芸
術
が
融
合
し
、

メ
キ
シ
コ
の
多
様
な
生
態
系

と
文
化
を
世
界
中
か
ら
集
め

た
蘭
を
中
心
に
し
た
何
千
も

の
花
々
を
使
っ
て
紹
介
す
る
。 　

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー

ン
の
プ
レ
タ
・
マ
ン
ジ
ェ（Pret 

A Manger

）
は
、
鹿
児
島
産

の
抹
茶
を
使
っ
た
新
メ
ニ
ュ

ー
の
提
供
を
始
め
た
。
同
店
が

使
う
の
は
、
鹿
児
島
県
の
家
族

経
営
の
抹
茶
農
家
か
ら
仕
入

れ
る
１
０
０
％
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
の
抹
茶
を
販
売
す
る
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
拠
点
の
Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ｚ
Ｏ
社
の
抹
茶
で
、
オ
ー
ツ

ミ
ル
ク
の
ラ
テ
や
抹
茶
レ
モ

ネ
ー
ド
、
グ
ア
バ
の
ピ
ン
ク
と

オ
ー
ツ
ミ
ル
ク
の
白
、
抹
茶

の
緑
が
層
に
な
っ
た
ア
イ
ス
・

ラ
テ
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ド
ラ
ゴ

ン
フ
ル
ー
ツ
、
マ
ン
ゴ
の
コ
ン

ポ
ー
ト
も
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
き

る
。
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

pret.com/en-US

を
参
照
す

る
。

ラベイユで日仏融合の 2夜
メ
キ
シ
コ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

家
ル
イ
ス
・
バ
ラ
ガ
ン
を
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
招
き
、
彼
の
大
胆
で

色
彩
豊
か
な
デ
ザ
イ
ン
に
イ
ン

ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
鮮
や
か
な
蘭

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
展
示
さ

れ
る
。

　

入
園
料
は
大
人
35
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
31
ド
ル
、
２
〜
12

歳
は
15
ド
ル
、２
歳
以
下
無
料
。

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://www.nybg.org

を
参
照
す
る
。

ラ
ン
展
27
日
ま
で

ブ
ロ
ン
ク
ス
の
植
物
園
で

鹿
児
島
の
抹
茶

プ
レ
タ
・
マ
ン
ジ
ェ

新
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
開
始

　

東
京
・
青
山
に
も
支
店
を
持

つ
人
気
の
パ
ン
ケ
ー
キ
店
「
ク

リ
ン
ト
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ベ

ー
キ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」（
ク

リ
ン
ト
ン
通
り
４
番
地
）
は
今

月
、
パ
ン
ケ
ー
キ
月
間
恒
例
の

特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い

る
。
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
あ
る

欧
米
の
国
々
で
は
、
キ
リ
ス
ト

の
復
活
祭
ま
で
の
四
旬
節
の
初

日
の
前
日
、
贅
沢
を
控
え
る
期

間
の
前
に
、
卵
や
牛
乳
な
ど
冷

蔵
庫
に
残
っ
て
い
る
も
の
で
何

か
を
作
ろ
う
、
ま
た
は
断
食
期

間
前
に
美
味
し
い
お
菓
子
を
食

べ
よ
う
、
な
ど
の
理
由
で
パ
ン

ケ
ー
キ
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
代
で
は
２
月
は

パ
ン
ケ
ー
キ
月
間
と
な
っ
て
い

る
。
毎
年
パ
ン
ケ
ー
キ
月
間
を

祝
う
同
店
は
今
年
、
日
本
の
食

材
を
使
い
、
21
日
は
ロ
ー
ス
ト

し
た
カ
ボ
チ
ャ
と
キ
ャ
ラ
メ
ル

を
添
え
た
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
パ

ン
プ
キ
ン
・
パ
ン
ケ
ー
キ
、
26

〜
28
日
は
柚
子
の
カ
ー
ド
と

シ
ロ
ッ
プ
を
添
え
た
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
・
ユ
ズ
・
パ
ン
ケ
ー

キ
を
提
供
す
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

clintonstreetbaking.com

を

参
照
す
る
。

パンケーキ月間
クリントン通りベーキング社

和風特別メニュー

https://www.samuraimama.com/
http://www.easeny.com/
https://neuroacuny.com/
https://hinomaru-limo.com/
https://artofhaiku.org/
https://www.youtube.com/watch?v=dPQZLnOe-wY&feature=youtu.be
https://qbhouseusa.com/
https://www.labeille.nyc/up-coming-events-2025
https://www.nybg.org
https://www.nybg.org
https://www.nybg.org
https://www.nybg.org
https://www.clintonstreetbaking.com
https://www.pret.com/en-US
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ガーデン・コミュニティーの町

キュー・ガーデンズ

　

9
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
（
Ｎ

Ｙ
Ｆ
Ｗ
）
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
に
、

日
本
の
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー

土
佐
尚
子
が
登
壇
し
、
独
創

的
な
「Disaster Prevention 

Fashion

（
防
災
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
）」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
発
表

し
た
。

　

会
場
は
チ
ェ
ル
シ
ー
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
。
シ
ョ
ー
で
は
、
彼

女
の
映
像
ア
ー
ト
「Sound of 

Ikebana

（
音
の
生
け
花
）」
を

6
フ
レ
ー
ム
の
縦
型
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
表
現
し
た
ア
ー

マ
ー
ド
レ
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

　

ド
レ
ス
は
、
レ
ン
ズ
を
通
し

て
動
き
を
生
み
出
す
レ
ン
チ
キ

ュ
ラ
ー
技
術
を
駆
使
し
、
約

１
０
０
枚
の
レ
ン
ズ
が
光
を
屈

折
さ
せ
る
こ
と
で
、
モ
デ
ル
が

歩
く
た
び
に
視
覚
的
な
動
き
を

演
出
。
土
佐
氏
は
、
か
つ
て
Ｍ

Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
の
故
ス
テ

ィ
ー
ブ
・
ベ
ン
ト
ン
教
授
の
推

薦
で
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
迎
え
ら
れ
た
も

の
の
、
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
は

触
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し

今
回
、
レ
ン
チ
キ
ュ
ラ
ー
技
術

を
用
い
た
ド
レ
ス
制
作
を
実
現

し
、
彼
女
の
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
本
格
的
に
融

合
す
る
瞬
間
と
な
っ
た
。

　

レ
ン
チ
キ
ュ
ラ
ー
技
術
と

は
、特
殊
な
レ
ン
ズ
シ
ー
ト（
レ

ン
チ
キ
ュ
ラ
ー
レ
ン
ズ
）
を
用

い
て
、
印
刷
物
に
立
体
感
や
動

き
の
あ
る
視
覚
効
果
を
与
え
る

技
術
。
応
用
例
と
し
て
は
、
視

点
を
変
え
る
こ
と
で
異
な
る
画

像
が
見
え
る
「
３
Ｄ
効
果
」
が

あ
る
。
広
告
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、

カ
ー
ド
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
ポ
ス
タ
ー
、

Ｃ
Ｄ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
化
粧
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ

「Organic Geometry

（
有
機

的
幾
何
学
）」
は
、
東
洋
の
非

対
称
な
美
と
西
洋
の
対
称
的
な

デ
ザ
イ
ン
の
調
和
を
追
求
し
た

も
の
。
災
害
時
に
も
活
用
可
能

な
機
能
性
と
芸
術
性
を
兼
ね
備

え
た
13
点
の
作
品
が
披
露
さ

れ
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

土
佐
氏
は
シ
ョ
ー
の
あ
と
、

「
つ
い
に
、
私
の
ビ
デ
オ
ア
ー

ト
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
本
当
の

意
味
で
融
合
す
る
瞬
間
を
迎
え

ま
し
た
。
今
回
、
モ
デ
ル
が
動

く
た
び
に
、
約
１
０
０
枚
の
レ

ン
チ
キ
ュ
ラ
ー
・
レ
ン
ズ
が
光

を
屈
折
さ
せ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
視
覚
効
果
を
生
み
出
し
ま

す
。
つ
い
に
レ
ン
チ
キ
ュ
ラ
ー

技
術
を
用
い
た
ド
レ
ス
を
制
作

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

述
べ
た
。（
Ｎ
Ｙ
在
住
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ラ
イ
タ
ー 

／

古
市
裕
子
、
写
真
も)

　

キ
ュ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
キ
ュ
ー
植

物
園
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら

れ
、
ク
イ
ー
ン
ズ
区
内
で
作
ら

れ
た
7
つ
の
ガ
ー
デ
ン
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
つ
。
住
宅
エ

リ
ア
と
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ア
と
が

あ
り
ま
す
。

　

住
宅
街
は
、
西
に
広
々
と
し

た
フ
ォ
レ
ス
ト
・
パ
ー
ク
、
東

に
美
し
い
メ
ー
プ
ル
・
グ
ロ
ー

ブ
墓
地
と
緑
地
に
隣
接
し
、
イ

ギ
リ
ス
風
の
家
々
が
並
ら
び
、

静
か
で
の
ん
び
り
と
し
た
印

象
。

　

２
０
１
０
年
で
の
人
口
約

２
万
３
３
０
０
人
の
内
訳
は
、

白
人
49
・
3
％
、
ラ
テ
ン
系

24
・
3
％
、ア
ジ
ア
系
15
・
6
％
、

ア
フ
リ
カ
系
6
・
5
％
。
白
人

数
は
２
０
０
０
年
の
66
・
2
％

か
ら
16
・
9
％
減
少
し
、
ラ
テ

ン
系
と
ア
ジ
ア
系
が
増
加
。
多

様
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ア

は
、
Ｎ
Ｙ
市
地
下
鉄Kew 

Gardens-Uion Turnpike

駅

近
辺
で
、
店
舗
が
並
び
、
交
通

量
も
多
く
賑
や
か
。
政
府
機
関

や
裁
判
所
な
ど
が
あ
り
、
ク
イ

ー
ン
ズ
区
の
市
民
セ
ン
タ
ー
的

エ
リ
ア
で
す
。

　

さ
ら
に
、
高
速
道
路
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
よ
く
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港

と
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
ほ
ぼ

中
間
地
点
に
位
置
し
て
い
る
の

で
、
航
空
会
社
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

や
客
室
乗
務
員
ら
の
滞
在
地
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

地
下
鉄
駅
に
加
え
、
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
の
キ
ュ
ー
・

ガ
ー
デ
ン
ズ
駅
が
あ
り
、
こ
の

駅
前
で
、
１
９
６
４
年
3
月
13

日
未
明
、
28
歳
の
キ
テ
ィ
・
ジ

ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
が
、
駅
近
く
に
あ

る
自
身
が
住
む
ア
パ
ー
ト
の
す

ぐ
そ
ば
で
殺
害
さ
れ
る
凄
惨
な

事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
犯
行

時
、
38
人
が
目
撃
し
た
り
助
け

の
叫
び
を
聞
い
た
そ
う
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
行
動
を

起
こ
さ
ず
。
わ
ず
か
な
が
ら
も

警
察
に
通
報
し
よ
う
と
し
た
人

が
い
ま
し
た
が
、
関
係
部
署
に

繋
が
ら
な
か
っ
た
と
の
事
。
そ

れ
が
Ｎ
Ｙ
市
の
９
１
１
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
導
入
の
一
つ
の
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

こ
の
事
件
は
傍
観
者
効
果
と
言

わ
れ
る
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
症
候
群

と
呼
ば
れ
、
今
で
も
人
々
の
無

関
心
さ
の
象
徴
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

兵
庫
県
明

石
市
出
身
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
在
住
。
週
末
、
街
歩
き
グ

ル
ー
プ
と
共
に
、
未
知
な
る
Ｎ

Ｙ
市
内
を
元
気
に
探
索
中
。
ブ

ロ
グ
「
見
タ
イ
知
り
タ
イ
！
行

っ
た
気
に
な
る
歴
史
と
散
策
」

を
主
宰　

https://kkykm-m.
com/

No.1

防
災
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

土
佐
尚
子
Ｎ
Ｙ
で
披
露

http://www.jwsny.org
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
http://ariyoshiny.com
tel:18778852726
https://kkykm-m.com/
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天
才
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
秘
密

は
牛
タ
ン
に
あ
っ
た
と
か
、
シ

ョ
パ
ン
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
そ
し

て
バ
ッ
ハ
と
い
っ
た
歴
史
上
に

名
を
残
す
世
界
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
巨
匠
た
ち
が
、
い
ず
れ
も
美

食
家
で
あ
り
健
啖
家
で
あ
っ
た

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

活
躍
し
、
本
紙
の
ア
ー
ト
・
ク

ッ
キ
ン
グ
で
も
お
馴
染
み
の
料

理
研
究
家
、
千
葉
真
知
子
さ
ん

が
音
楽
家
の
食
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
長
女
の
暁
子
さ
ん
が

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
を
卒
業
し
た
ピ

ア
ニ
ス
ト
で
、
彼
女
を
通
じ
て

音
楽
家
の
多
く
が
食
通
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
か
ら
。

　

暁
子
さ
ん
の
「
食
と
音
楽
の

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
母
娘
で
開
催

す
る
う
ち
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公

演
な
ど
で
多
く
の
資
料
を
集

め
、
知
ら
れ
ざ
る
巨
匠
た
ち
の

食
べ
る
こ
と
に
対
す
る
あ
く
な

き
情
熱
が
、
音
楽
と
同
じ
く
ら

い
、
ま
た
時
と
し
て
音
楽
以
上

に
巨
匠
た
ち
を
虜
に
し
て
い
た

事
実
の
数
々
を
発
見
す
る
事
に

な
る
。

　

ピ
ア
ノ
の
詩
人
と
称
さ
れ
る

シ
ョ
パ
ン
は
、
病
弱
で
小
食
だ

っ
た
が
食
べ
る
こ
と
は
好
き

で
、
書
斎
に
は
「
ス
ー
プ
を
ご

馳
走
に
な
っ
た
」
な
ど
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
紹
介
し
て
い
る
の
は
「
シ

ョ
パ
ン
ポ
ト
フ
」。
野
菜
を
と

ろ
け
る
よ
う
に
柔
ら
か
く
煮
込

ん
だ
お
い
し
い
ス
ー
プ
を
シ
ョ

パ
ン
は
好
ん
だ
よ
う
だ
。

　
「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」「
ア

ル
ジ
ェ
の
イ
タ
リ
ア
女
」
な
ど

数
々
の
オ
ペ
ラ
の
傑
作
を
残
し

た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
は
、
食
べ
る
こ

と
だ
け
に
飽
き
足
ら
ず
、
自
ら

養
豚
場
を
持
ち
、
レ
ス
ト
ラ
ン

も
経
営
し
て
い
た
そ
う
だ
。
好

物
の
ト
リ
ュ
フ
＆
フ
ォ
ア
グ
ラ

ロ
ッ
シ
ー
ニ
風
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
ア
ー
テ
ィ
チ
ョ
ー
ク
と

ト
リ
ュ
フ
の
サ
ラ
ダ
も
美
味
し

そ
う
。

　

幼
い
頃
か
ら
才
能
を
発
揮
し

た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
晩
年
は

借
金
で
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
る
が
、
そ
ん
な
時
に
彼
を
癒

し
た
の
は
卵
、
ビ
ー
ル
、
ワ
イ

ン
、
お
菓
子
、
そ
し
て
牛
タ
ン

だ
っ
た
。
レ
バ
ー
ダ
ン
プ
リ
ン

グ
が
好
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
特
に
目
玉
焼
き
を
６
つ

並
べ
て
食
べ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
り
、
そ
れ
以
来
、
目
玉
焼
き

を
４
つ
以
上
並
べ
た
目
玉
焼
き

は
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
風
目
玉
焼

き
」
と
言
わ
れ
る
そ
う
だ
。

　
「
野
バ
ラ
」「
子
守
唄
」「
ア

ベ
・
マ
リ
ア
」
な
ど
馴
染
み
の

曲
で
知
ら
れ
る
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

は
、
魚
料
理
が
好
き
だ
っ
た
。

か
わ
鱒
の
ウ
オ
ッ
カ
＆
デ
ィ
ル

マ
リ
ネ
、
魚
の
オ
リ
ー
ブ
焼
き

サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
か
け
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
特
性
の
マ
ス
タ
ー
ド
ソ
ー

ス
の
作
り
方
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
デ
ザ
ー
ト
は
ウ
イ
ー
ン
風

の
プ
デ
ィ
ン
グ
だ
。
彼
が
来
客

に
振
る
舞
っ
た「
グ
ラ
ー
シ
ュ
」

も
載
っ
て
い
る
。

　
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
」
な
ど
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
音
楽
は
、
グ
ラ

ス
を
片
手
に
ビ
ー
ル
や
酒
を
飲

み
な
が
ら
楽
し
め
る
。
料
理
上

手
だ
っ
た
母
親
の
愛
情
た
っ
ぷ

り
の
味
が
厚
切
り
の
オ
ー
ト
ミ

ー
ル
だ
っ
た
。
こ
け
も
も
の
ジ

ャ
ム
、
現
代
の
エ
ッ
グ
ノ
ッ
ク

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
バ
ッ
ハ

が
こ
よ
な
く
愛
し
た
の
は
コ
ー

ヒ
ー
だ
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ

ス
で
演
奏
す
る
た
め
の
底
抜
け

に
明
る
い
コ
ー
ヒ
ー
讃
歌
「
コ

ー
ヒ
ー
カ
ン
タ
ー
タ
」
と
い
う

曲
を
作
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ

た
。
こ
の
ほ
か
バ
ッ
ハ
が
好
き

だ
っ
た
ニ
シ
ン
の
オ
イ
ル
漬

け
、
塩
漬
け
の
た
ら
ト
マ
ト
ソ

ー
ス
煮
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。　

　

音
楽
の
巨
匠
た
ち
の
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い
う
食

に
対
す
る
知
ら
れ
ざ
る
一
面
と

と
「
天
才
的
な
情
熱
」
を
味
わ

え
る
一
冊
だ
。　
　
　
（
三
浦
）

食べる情熱も天才的
千葉真知子・著

幻冬舎・刊

■父のビスコ（平松洋子、小学館文庫）食文化と暮らしを
テーマに幅広く執筆してきたエッセイストには書けないこ
とがあった。あまりにも身近な身内のことだ。父の晩年、
祖父母や両親、戦争・戦後を生きた市井の人々の記憶を物
語として残したい。そんな思いで2018年から4年連載し
たエッセイ。読売文学賞受賞。■西洋絵画のお約束（中野
京子、中公新書ラクレ）西洋絵画に描かれた女性が誰か、
分かるだろうか。知識があれば隠された画家からのメッ
セージを探りあてることができる。見て感じるだけではわ
からない、絵を読み解く手がかりをテーマ別に「怖い絵シ
リーズ」の中野京子が解説。図版120点収録。■首取物語（西
條奈加、徳間文庫）少年は空腹に耐えかねて目の前にいる
男の握り飯を奪った。その行為がループしていることに気
づいた時、首だけの男に出会う。男は少年と同じく過去の
記憶を無くしていたが、ひとつだけ覚えていることがあっ
た。独創的な和風ファンタジー。■僕が若い人たちに伝え
たい2035年最強の働き方（ひろゆき、Gakken）10年後、
この仕事は食えるのか。そんな悩みを持つ若者や子どもを
持つ親に、ひろゆきが提言。2035年の仕事は職業で選ん
ではいけない。海外にも目を向けてみたらと若者に自分ら
しい生き方や新しい稼ぎ方をすすめる一冊。■デジタル脳
クライシス―AI時代をどう生きるか （酒井邦嘉、朝日新書）
デジタル機器への依存がもたらす脳への悪影響を言語脳科学者が警鐘を鳴ら
す。タイムパフォーマンスを重視するあまりデジタル機器に依存すれば、自
分の脳が本来持っている力を衰えさせてしまうリスクがある。「手書きの場
合とタブレット入力後の脳活動の差」など、脳科学の研究成果に基づきAI
を規制し読書を取り戻す必要性を説く。■冬眠族の棲む穴（標野凪、徳間書
店）シリーズ累計25万部ベストセラー「喫茶ドードー」の作家、標野凪に
よる二十四節気のショートショート。二十四節は1年を春夏秋冬の4つの季
節に分け、さらにそれぞれを6つに分けたもので、24編が収載。表題作の「冬
眠族の棲む穴」は二十四節の２１番目の大雪。毎日元気よく働ける人もいる
が、寒くなったら冬眠してゆっくり休む必要の人もいる。冬眠族だ。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

昭
和
・
平
成
・
令
和
の
家
族
の
自
伝
エ
ッ
セ
イ
。
西
洋
絵
画
鑑
賞
の
コ
ツ
を
解
説
。
首

だ
け
の
侍
と
ル
ー
プ
少
年
の
和
風
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
食
え
る
大
人
に
な
る
た
め
に
は
。
デ

ジ
タ
ル
依
存
は
危
険
。
二
十
四
節
気
の
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

広
い
森
に
住
む
２
匹
の
う
さ

ぎ
。
ふ
た
り
は
寝
床
か
ら
は
ね

起
き
る
と
、
光
の
な
か
へ
駆
け

だ
し
て
、
毎
日
一
緒
に
遊
び
ま

す
。
で
も
黒
い
う
さ
ぎ
は
時
お

り
、
悲
し
そ
う
な
顔
で
考
え
込

ん
で
い
ま
す
。
白
い
う
さ
ぎ
が

心
配
し
て
た
ず
ね
る
と「
ぼ
く
、

願
い
事
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
」

と
答
え
る
の
で
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
人
作
家
・
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

が
１
９
５
８
年
に
発
表
し
た
、

長
く
語
り
継
が
れ
る
名
作
絵

本
。
森
の
な
か
に
暮
ら
す
う
さ

ぎ
た
ち
が
真
実
の
愛
を
見
つ
け

る
ま
で
を
、
素
直
な
文
章
と
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
イ
ラ
ス
ト
で
描

い
た
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。
う
さ

ぎ
た
ち
の
心
配
顔
や
笑
顔
が
、

表
情
豊
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

手
と
手
を
重
ね
、
森
の
動
物
た

ち
に
結
婚
を
祝
福
さ
れ
る
う
さ

ぎ
た
ち
は
幸
せ
い
っ
ぱ
い
。
世

界
中
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け

る
、
時
代
と
国
境
を
超
え
た
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
絵
本
。
日
本
語
で

読
む
な
ら
『
し
ろ
い
う
さ
ぎ
と

く
ろ
い
う
さ
ぎ
』（ 

福
音
館
書

店
）。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
、
結
婚
式
の
贈
り
物

に
ぴ
っ
た
り
の
本
。　
（
高
田
）

う
さ
ぎ
た
ち
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

 『The Rabbits’ Wedding』
Written by Garth Williams
Published by Harper Collins

https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://ishitanihealth.com/
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今
年(

２
０
２
５
年)

は
２

月
３
日
か
ら
、十
干
の
「
乙
（
き

の
と)

」と
十
二
支
の「
巳（
み)

」

が
組
み
合
わ
さ
っ
た
干
支
「
乙

巳
」
と
な
っ
た
。
十
干
は
中
国

で
も
と
も
と
一
か
ら
十
を
数
え

る
た
め
に
使
わ
れ
て
た
言
葉

で
、
陰
陽
五
行
に
も
通
じ
る
考

え
方
か
ら
５
つ
の
要
素
の
木
・

火
・
土
・
金
・
水
に
そ
れ
ぞ
れ

「
陽
＝
兄(

え)

と
「
陰
＝
弟

（
と
）」
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
干

支(

え
と)

と
し
た
。
乙
は「
木

の
要
素
を
も
ち
、
草
木
が
し
な

や
か
に
伸
び
て
横
へ
と
広
が
る

様
子
の
意
味
。
ま
た
巳
（
み
・

へ
び)

は
、
神
様
の
使
い
と
し

て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
生
き
も

の
で
、
脱
皮
を
繰
り
返
す
こ
と

か
ら
不
老
不
死
の
シ
ン
ボ
ル
。

そ
こ
か
ら
、「
乙
巳
」
の
年
は
、

昨
年
の
節
分
か
ら
今
年
２
月
２

日
ま
で
の
「
甲
辰(

き
の
え
た

つ)

」
が
も
つ
意
味
合
い(

力

強
く
、
陽
気
で
積
極
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
、
大
き
な

動
き
が
あ
り
良
い
方
向
へ
と
変

わ
る
。
さ
ら
に
、
あ
ま
ね
く
光

に
照
ら
さ
れ
急
速
な
成
長
と

変
化
が
起
き
る)

を
引
き
継
い

で
、
再
生
や
変
化
を
繰
り
返
し

な
が
ら
柔
軟
に
発
展
し
て
い
く

年
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
「
今
昔
物
語
」
に
て
、

雷
が
発
生
す
る
と
龍
の
よ
う
な

姿
の
雷
が
大
き
な
音
と
と
も
に

落
ち
る
と
周
り
が
ふ
る
え
る
こ

と
か
ら
、
振
動
の
意
が
あ
る

「
辰(

ふ
る
う)

」
は
「
龍
」
に

喩
え
ら
れ
「
辰
」
＝
「
龍
」
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。
イ
ン
ド
の

神
の
ナ
ー
ガ(

蛇
神)

は
仏
教

に
取
り
入
れ
ら
れ
、
中
国
古
来

の
龍
神
信
仰
と
習
合
し
て
龍
王

と
な
っ
た
。
そ
の
龍
は
、
角
・

四
足
・
鱗
の
あ
る
蛇
体
で
、
水

中
に
住
み
雲
や
雨
を
起
こ
し
た

り
飛
行
し
て
稲
妻
を
放
つ
。
こ

の
龍
が
日
本
に
伝
来
し
、
蛇
信

仰
に
影
響
を
与
え
て
い
く
。
そ

し
て
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

龍
は
仏
法
を
守
護
す
る
八
部
衆

に
数
え
ら
れ
、『
法
華
経
』
で

は
八
大
龍
王
と
し
て
説
か
れ
て

い
る
。
八
大
龍
王
の
力
を
借
り

て
雨
を
降

ら
せ
る
祈

雨
の
法
が

僧
侶
に
よ

っ
て
行
わ

れ
て
い
く

と
、
そ
の

信
仰
は
民
間
に
伝
わ
り
龍
神
に

雨
を
乞
う
行
事
が
全
国
的
に
広

ま
っ
て
い
く
が
、
水
を
つ
か
さ

ど
る
性
格
は
龍
と
蛇
は
重
な
り

あ
い
、「
龍
蛇
神
」
と
し
て
人
々

の
間
で
も
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
龍（
辰
）と
蛇（
巳
）

は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関

係
で
、
四
文
字
熟
語
に
も
登
場

す
る
。そ
れ
ら
は
、「
辰
巳
天
井
」

(

干
支
に
ち
な
み
そ
の
年
の
相

場
展
開
を
言
い
表
し
た
高
値
を

付
け
る
の
意)「
辰
巳
言
葉
」（
江

戸
時
代
に
深
川
の
遊
女
や
芸
者

が
威
勢
の
よ
さ
を
売
り
物
に
す

る
た
め
用
い
た
「
あ
り
ん
す
」

「
ご
ざ
ん
す
」
な
ど
）「
辰
巳
下

が
り
」(

言
葉
や
行
動
が
柔
ら

か
く
洗
練
さ
れ
て
い
る
様
子
を

指
す) 

な
お
、「
辰
巳
上
が
り
」

と
は
粗
暴
な
言
動
を
指
す
。

　

さ
て
、
蛇
は
不
老
長
寿
を
連

想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
縁
起
の

良
い
白
金
や
黄(

金)

に
よ
る

蛇
の
指
輪
な
ど
を
普
段
か
ら
身

に
付
け
る
と
お
守
り
に
な
る
。　

津
延
美
衣(

つ

の
べ
み
え)

Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑

定
資
格
者
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・ 

ア
ー
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・

食
文
化
な
ど
知
識
を
元
に
感
動

的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ
ュ
レ
タ
ー

兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/ 
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縁
起
物
と
宝
石
「
巳
（
蛇
）
と
指
輪
」
５

巳（蛇）白金＝プラチナリング

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
開
催
中
の
８

日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ

ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
教
会
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｙ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩

い
た
。
自
ら
「
48
歳
の
挑
戦
」

と
い
う
今
回
の
来
米
は
、
一
昨

年
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の

ス
テ
ー
ジ
に
続
い
て
２
度
目
。

今
回
の
挑
戦
は
、
あ
の
米
倉

涼
子
と
同
じ
難
病
を
克
服
し
、

数
々
の
試
練
を
乗
り
越
え
た
先

に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
の
姿

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
。

　

是
藤
華
恵
さ
ん
は
、
東
京
都

出
身
。
両
親
が
目
白
に
所
有
す

る
建
物
に
皇
室
御
用
達
の
レ
ス

ト
ラ
ン
が
あ
り
、
そ
の
2
階
で

育
っ
た
是
藤
さ
ん
は
、
幼
い
頃

か
ら
皇
室
関
係
者
を
近
く
で
見

る
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
家
庭
の
事
情
で

そ
の
自
宅
を
失
う
経
験
を
し
、

大
妻
女
子
大
学
短
大
卒
業
後
、

憧
れ
て
い
た
客
室
乗
務
員
に
な

る
た
め
に
4
度
の
挑
戦
を
経
て

日
本
航
空
に
入
社
し
た
が
、
難

病
を
発
症
し
、
15
年
間
闘
病
生

活
を
送
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
45
歳
の
時
に

ミ
ズ
・
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
２
０
２
１
世
界
大
会
に
出
場

し
、３
位
に
。
離
婚
も
経
験
し
、

そ
の
後
、
孤
独
な
生
活
や
髪
の

毛
の
３
分
の
１
を
失
う
ほ
ど
の

ス
ト
レ
ス
と
も
戦
っ
た
が
「
い

つ
か
ら
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

輝
け
る
」と
い
う
信
念
を
胸
に
、

今
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
い
う
大
舞
台
に
立
っ

た
。「
困
難
を
乗
り
越
え
る
力

や
日
本
人
の
可
能
性
を
世
界
に

伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。　
　
　

　

２
０
２
３
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
日
米
交
流
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
、「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
日
本
を
繋
ぐ
架
け
橋

と
な
る
経
験
を
通
じ
て
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
勇
気
や
希
望
を

届
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

　

現
在
は
日
本
で
凜
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
と
い
う
色
彩
心
理
や
脳

科
学
も
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ソ
ッ
ド
で
女
性
を
美
し
く

幸
せ
に
輝
か
せ
て
い
る
。

　
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う

の
は
外
見
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、内
面
か
ら
も
美
し
く
輝
き
、

理
想
の
未
来
や
夢
ま
で
も
叶
え

て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
て
い
く
た
め
の
も
の
な
ん
で

す
」。

　

今
回
の
Ｎ
Ｙ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
新
潟
県
の
大
嶋
呉
服
店

が
手
が
け
る
着
物
を
ド
レ
ス
に

仕
立
て
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
登

場
し
た
。
プ
ロ
の
モ
デ
ル
は
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
先
の
雑
踏
の

中
で
も
輝
い
て
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
オ
ー
ラ
が
あ
る
と
い

う
。
数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え

て
舞
台
を
歩
く
是
藤
さ
ん
は
、

ま
さ
に
そ
の
言
葉
に
相
応
し

く
、
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
晴

れ
舞
台
で
凛
と
し
て
美
し
く
輝

い
て
い
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

人
生
の
新
た
な
挑
戦
で
48
歳
モ
デ
ル
デ
ビ
ュ
ー
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フィラデルフィア日本語補習授業校
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
福
澤

隆
治
校
長
）
の
継
承
日
本
語
コ

ー
ス
は
、
１
月
18
日
に
書
き
初

め
大
会
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
漢

字
に
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
る

こ
と
を
学
習
し
、
本
年
の
抱
負

や
好
き
な
言
葉
を
考
え
て
、
ど

ん
な
漢
字
を
書
く
か
を
決
め
書

初
め
に
臨
ん
だ
。
水
書
道
で
筆

遣
い
の
基
礎
を
練
習
し
た
り
、

頭
の
中
で
書
き
順
を
何
度
も
確

認
し
た
後
で
、
実
際
に
墨
と
筆

で
書
き
初
め
に
挑
戦
す
る
と
、

緊
張
が
広
が
り
会
場
が
一
気
に

シ
ー
ン
と
静
ま
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
書

初
め
に
挑
戦
し
、
時
が
経
つ
の

も
忘
れ
る
ほ
ど
集
中
し
、
一
筆

一
筆
に
気
持
ち
を
込
め
て
作
品

を
完
成
さ
せ
て
い
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
今
度
は
違

う
漢
字
を
書
い
て
み
た
い
」「
筆

で
書
く
の
が
大
好
き
！
」「
緊

張
し
た
け
ど
、
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
」
な
ど
と
話
し
、
次
回
の

開
催
を
待
ち
望
ん
で
い
る
様
子

が
伝
わ
っ
て
き
た
。
１
月
25
日

に
展
示
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
を
鑑
賞
し
て
感
想
を
語

り
合
っ
て
書
き
初
め
大
会
を
締

め
く
く
っ
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
日
本
語
補
習
校 

継
承
日

本
語
コ
ー
ス
は
、
今
後
も
毎
年

１
月
に
書
き
初
め
大
会
を
行
い

「
書
と
向
き
合
う
時
間
」
を
設

け
る
こ
と
で
、
日
本
文
化
に
体

験
的
に
触
れ
日
本
語
学
習
の
意

欲
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

書
き
初
め
の
楽
し
さ
体
験

継
承
日
本
語
コ
ー
ス

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
は
２
０
２
５
年
度
「
春
季
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
Ⅱ
」
の
入
試

日
程
を
発
表
し
た
。
出
願
期
間

は
４
月
3
日
か
ら
23
日
必
着
。

ウ
ェ
ブ
合
否
発
表
日
（
第
1
次

選
考
）
は
５
月
14
日
、
筆
記
及

び
面
接
試
験
日（
第
2
次
選
考
）

は
６
月
14
日
、
15
日
。
ウ
ェ
ブ

合
否
発
表
日
（
第
２
次
選
考
）

６
月
25
日
。
春
季
ア
ド
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ズ
Ⅱ
の
募
集
要
項
は
、
３

月
初
旬
に
学
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
て
公
開
予
定
。
募
集
要
項
を

公
開
し
た
時
点
で
、
出
願
に
必

要
な
所
定
用
紙
を
入
試
ポ
ー
タ

ル
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は

Ｅ
メ
ー
ルadmissions@keio.

edu

（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ

ィ
ス
）
ま
で
。

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院

春
季
Ａ
Ｏ
入
試
実
施

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
幼
児
部
（
Ｎ
Ｊ
州
イ

ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡

本
徹
学
園
長
）
の
本
年
度
最
後

の｢

森
の
幼
稚
園｣

が
４
日
、

テ
ナ
フ
ラ
イ
自
然
公
園
に
て
実

施
さ
れ
た
。
今
年
度
3
回
目
の

森
の
幼
稚
園
で
あ
っ
た
が
、
年

長
組
の
園
児
達
に
と
っ
て
は
3

年
間
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
大

好
き
な
森
と
の
お
別
れ
の
日
で

も
あ
っ
た
。
見
慣
れ
た
小
川
や

湖
も
こ
の
日
は
一
面
氷
っ
て
、

子
ど
も
達
は
大
自
然
を
感
じ
さ

せ
る
白
い
冬
の
世
界
を
堪
能
し

て
い
た
。
赤
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
は
、
木
や
小
物
で
作

ら
れ
た
妖
精
の
家
が
点
在
し
て

い
る
。
子
ど
も
達
は
そ
れ
ら
を

発
見
し
て
は
嬉
し
そ
う
に
保
育

者
に
報
告
し
、
友
達
と
の
お
喋

り
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。
園

児
達
は
年
間
に
渡
っ
て
大
自
然

の
中
を
散
策
す
る
「
森
の
幼
稚

園
」
を
通
じ
て
、
自
然
の
雄
大

さ
、
そ
し
て
尊
さ
を
大
き
く
学

ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

が
、
今
年
で
43
回
目
を
迎
え

る
「
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
２
５
」
の
参
加
者
募
集
を

開
始
し
た
。
今
年
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
送
迎
エ
リ
ア
が
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
方
面
ま
で
拡
大

さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
。

幼
児
部
は
未
就
園
児
童
か
ら
の

受
け
入
れ
枠
が
拡
大
さ
れ
、
保

護
者
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い

る
。

　

水
泳
教
室
は
、
幼
児
部
は
年

中
（
4
〜
5
歳
相
当
）
か
ら
始

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
学

部
で
も
毎
日
の
水
泳
レ
ッ
ス
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
小
学
部

は
英
語
・
日
本
語
の
い
ず
れ
か

を
選
択
で
き
る
「
言
葉
の
時

間
」
に
加
え
、
日
替
わ
り
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
宿
泊
キ
ャ
ン
プ

な
ど
、
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
・
語
学
の
す
べ
て
を
網
羅
す

る
。
加
え
て
、
英
語
漬
け
の
環

境
を
提
供
す
る
「
英
語
語
学
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
は
、「
英
語

力
が
飛
躍
的
に
伸
び
る
」
と
保

護
者
や
参
加
経
験
者
か
ら
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

14
泊
15
日
の
日
程
で
行
わ
れ

る
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
「
キ
ャ
ン
プ

@LakeGreeley

」
は
、
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ポ
コ
ノ
に
あ
る

キ
ャ
ン
プ
場
に
世
界
中
か
ら
参

加
者
が
集
ま
る
。

　

2
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
申

し
込
む
と
10
％
の
割
引
特
典

が
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
21

日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
か

ら
６
時
30
分
ま
で
は
オ
ン
ラ

イ
ン
質
疑
応
答
会
が
開
催
さ

れ
、
各
部
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

と
直
接
相
談
が
可
能
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

summerschool@nyikuei.
org

ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://
japaneseschool.org

参
照
。

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
受
け
付
け
中

　

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
青
少
年
教
育
支
援
の
一
環

と
し
て
、
専
門
の
講
師
、
教
育

機
関
の
支
援
を
受
け
て
３
月
23

日
か
ら
、
全
12
回
の
大
学
受
験

準
備
講
座
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

い
つ
頃
か
ら
ど
ん
な
準
備
を
始

め
た
ら
い
い
の
か
、
受
験
前
に

知
っ
て
お
き
た
い
ス
カ
ラ
シ
ッ

プ
獲
得
方
法
や
日
ご
ろ
の
勉
強

方
法
、
特
に
重
視
さ
れ
る
エ
ッ

セ
ー
の
書
き
方
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
講
座
。
講
師
は
、
20
年

以
上
に
わ
た
り
、
日
米
両
国
で

幅
広
い
年
齢
や
言
語
背
景
の
学

生
を
対
象
に
英
語
教
育
に
従
事

す
る
ラ
イ
ア
ン
先
生
。
現
役
の

教
師
で
、
Ｎ
Ｙ
市
立
学
校
で
中

高
生
向
け
英
語
教
育
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ

ク
ラ
ス
を
担
当
。
志
望
校
選
定

か
ら
勉
強
指
導
ま
で
を
個
別

に
サ
ポ
ー
ト
し
名
門
大
学
の

合
格
者
を
多
数
輩
出
し
て
い

る
。
会
場
は
、
公
文
教
育
研

究
会
Ｌ
Ｉ
Ｃ
校
の
教
室
（12-

17 Jackson Ave, 1st Floor, 
Long Island City, Queens

）
に
て
。
定
員
30
人
。

　

講
座
開
始
に
先
立
ち
、
３
月

１
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か

ら
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
館
（
西
45

丁
目
49
丁
目
５
階
）
と
、
２

日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

公
文
Ｌ
Ｉ
Ｃ
校
に
て
、
講
師

に
よ
る
講
座
の
紹
介
・
説
明
・

質
疑
応
答
を
行
う
「Meet the 

Teacher

」
を
実
施
す
る
。
参

加
費
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

メ
ー
ルinfo@nyjalc.org

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

大
学
進
学
講
座
開
設

ＮＹ育英学園
森の幼稚園を満喫

育英学園

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://jp.lyceumkennedy.org/
https://www.jhls.org/
https://miray109.com/
https://japaneseschool.org
https://japaneseschool.org
https://japaneseschool.org
mailto:info@nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
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こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
３

日
、
節
分
の
豆
ま
き
を
行
っ

た
。
今
年
は
鬼
劇
団
か
ら
団
員

募
集
の
手
紙
が
届
い
て
い
た
。

「
鬼
の
パ
ン
ツ
」
を
一
緒
に
踊

ろ
う
！
と
い
う
誘
い
で
、
子
ど

も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
鬼

の
お
面
を
作
り
、「
鬼
の
パ
ン

ツ
」
の
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
き

た
。
当
日
は
、
思
い
思
い
の
色

と
り
ど
り
の
鬼
の
手
作
り
お
面

を
か
ぶ
っ
て
ホ
ー
ル
に
集
合
。

鬼
劇
団
の
鬼
太
郎
が
登
場
し
、

み
ん
な
で
楽
し
い
ダ
ン
ス
を
踊

っ
た
。
そ
の
後
、
本
物
の
鬼
が

登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
わ

く
て
泣
き
そ
う
に
な
り
な
が
ら

も
「
鬼
は
そ
と
ー
」
と
鬼
に
む

か
っ
て
必
死
で
豆
を
投
げ
た
。

自
分
の
中
に
い
る
、
泣
き
虫
鬼

や
お
こ
り
ん
ぼ
鬼
、
イ
ヤ
イ
ヤ

鬼
を
豆
を
ま
い
て
追
い
出
そ

う
！
と
、
自
分
の
ち
ょ
っ
と
苦

手
な
こ
と
や
弱
い
と
こ
ろ
を
考

え
て
自
分
と
向
き
合
っ
た
。
泣

い
た
り
ち
ょ
っ
と
怖
が
り
な
が

ら
も
、
鬼
に
む
か
っ
て
豆
を
ま

い
た
こ
と
で
、
自
分
へ
の
自
信

へ
と
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
初
等

部
は
３
日
、「
初
等
部
豆
ま
き

集
会
〜
心
の
鬼
を
お
い
出
そ
う

〜
」
を
実
施
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
一
人
一
人
、

心
の
中
に
潜
ん
で
い
る
鬼
を
発

表
し
、
そ
の
後
、
登
場
し
た
青

鬼
に
向
か
っ
て
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
豆
を
投
げ
つ
け
て
心
の
鬼

を
退
治
し
た
。
心
の
鬼
を
退
治

し
た
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心

は
晴
れ
や
か
に
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
心
の
鬼
を
退

治
し
て
心
の
中
に
残
っ
て
い
る

自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
を
カ
ー
ド

に
書
き
留
め
る
時
間
も
設
け
ら

れ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
い
な
が
ら
も
、

日
本
の
伝
統
行
事
に
触
れ
る
楽

し
い
時
間
と
な
っ
た
。
季
節
の

変
わ
り
目
に
当
た
る
節
分
に
お

い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
弱
い
心

を
克
服
し
、困
難
を
乗
り
越
え
、

心
も
体
も
大
き
く
成
長
し
て
い

く
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
１
７
人
）
は
１
日
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
節
分
の
豆
ま
き
を

行
っ
た
。
参
加
し
た
の
は
幼
児

部
の
年
長
、年
中
の
児
童
た
ち
。

こ
の
日
の
た
め
に
手
作
り
し
た

升
と
豆
を
持
っ
て
、
児
童
た
ち

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合
。
保
護

者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
扮
し
た
赤

や
青
の
鬼
に
向
か
っ
て
「
鬼
は

外
、
福
は
内
」
と
大
き
な
掛
け

声
を
上
げ
な
が
ら
豆
を
ま
い

た
。
お
面
を
付
け
、
棍
棒
を
持

っ
た
鬼
の
姿
に
は
じ
め
は
驚
く

児
童
も
い
た
が
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
鬼
を
退
治
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
児
童
た
ち

は
、
真
冬
の
寒
さ
に
も
負
け
ず

節
分
行
事
を
楽
し
ん
だ
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

初等部豆まき集会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
小
島
昇
校
長
）
は
１

日
、
幼
児
部
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
と
し
た
節
分
行
事
を
開
催

し
た
。
事
前
に
子
ど
も
た
ち
が

自
作
の
鬼
の
被
り
物
を
製
作
。

豆
ま
き
用
の
豆
は
安
全
に
楽
し

め
る
よ
う
に
工
夫
し
、
包
装
紙

を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
丸
め
た
も

の
を
用
意
し
た
。
節
分
当
日

に
向
け
て
、「
鬼
は
外
！ 

福
は

内
！
」の
掛
け
声
の
練
習
を
し
、

準
備
を
万
全
に
整
え
た
。

　

当
日
、
体
育
館
に
突
如
と
し

て
２
人
の
鬼
が
現
れ
る
と
、
一

部
の
子
ど
も
た
ち
は
驚
き
の
表

情
を
見
せ
た
も
の
の
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
は
恐
れ
る
こ
と
な

く
立
ち
向
か
い
、
手
に
持
っ
た

豆
を
次
々
に
投
げ
つ
け
た
。
鬼

た
ち
は
豆
を
浴
び
な
が
ら
逃
げ

回
り
、
子
ど
も
た
ち
は
容
赦
な

く
追
い
詰
め
て
い
く
。
や
が
て

鬼
は
力
尽
き
て
そ
の
場
に
倒

れ
、
最
後
に
は
子
ど
も
た
ち
が

鬼
の
こ
ん
棒
を
手
に
し
て
勝
利

を
収
め
た
。子
ど
も
た
ち
は「
鬼

を
や
っ
つ
け
た
！
」「
も
う
怖

く
な
い
！
」
と
誇
ら
し
げ
な
表

情
を
浮
か
べ
た
。
鬼
が
倒
れ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、

倒
れ
た
鬼
を
心
配
そ
う
に
の
ぞ

き
込
み
、
助
け
起
こ
そ
う
と
す

る
優
し
い
姿
も
見
ら
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

節
分
行
事
を
開
催

　

こ
の
日
は
幼
児
部
の
保
護
者

も
見
学
に
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
い

い
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と
張
り

切
っ
て
い
た
。
体
育
館
を
走
り

回
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
豆
ま

き
と
な
っ
た
。
鬼
に
向
か
っ
て

次
々
に
豆
を
投
げ
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
に
、
見
守
る
親
た
ち
か

ら
も
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
（
和
田
幸
子
幼
稚
園

部
部
長
）
は
２
月
２
日
の
節
分

に
、
冬
空
の
下
で
毎
年
恒
例
の

豆
ま
き
を
開
催
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
各
自
が
作
成

し
た
個
性
豊
か
な
鬼
の
お
面
を

付
け
て
校
舎
を
出
る
と
、
保
護

者
扮
す
る
赤
鬼
と
青
鬼
が
勇
ま

し
く
登
場
し
た
。
園
児
た
ち
は

一
斉
に
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」

と
掛
け
声
を
上
げ
て
、
鬼
に
向

か
っ
て
豆
を
投
げ
た
。

　

最
初
は
鬼
を
怖
が
っ
て
い
た

園
児
も
い
た
が
、
最
後
に
は
み

ん
な
笑
顔
に
な
り
「
も
う
、
悪

さ
は
し
ま
せ
ん
」
と
改
心
し
た

鬼
を
見
送
り
、
豆
を
み
ん
な
で

拾
っ
て
豆
ま
き
は
終
了
し
た
。

　

園
児
を
は
じ
め
、
教
員
や
保

護
者
皆
が
「
福
が
来
た
」
と
感

じ
ら
れ
る
時
間
を
共
に
過
ご
し

た
。

プリンストン日本語学校

幼稚園部で豆まき

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校

節
分
の
豆
ま
き

こどものくに幼稚園

節分の豆まき行う

「
福
が
来
た
」
時
間
共
有

https://japaneseschool.org
http://www.kodomony.org
http://ymcatfv.org/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. 
　Attn: SYUJI
　71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール
　nyseikatsu.syuji@gmail.com

リ
セ
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
補
習
校
中
２

倉
本　

エ
リ
ノ
ア

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
１

吉
井　

榛
菜

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
小
５

髙
野　

華
香

CA 州 Amador Valley 中２　
清野　すみれ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
６

清
都　

葵

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
６木下　

愛
菜

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
高
３

深
作　

菜
帆

https://www.kokinshodo.com/
http://www.betteratmath.com
tel:2014616502
tel:2122136069
tel:2122136069
http://www.masako-inkyo.com/
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
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ぼ
く
は
こ
の
夏
、
た
く
さ

ん
の
野
球
の
試
合
に
参
加
し

た
。
一
日
お
き
く
ら
い
に
、

時
に
は
毎
日
、
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
に
行
っ
た
り
、
地
元

の
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
で
野

球
の
試
合
に
出
た
。
野
球
は

僕
の
一
番
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
。

野
球
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る

と
わ
く
わ
く
す
る
。
練
習
が

き
つ
く
て
も
、
コ
ー
チ
が
き

び
し
く
て
も
、
チ
ー
ム
の
み

ん
な
と
練
習
す
る
の
が
楽
し

い
ん
だ
。
ぼ
く
は
外
野
手
で
、

セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
を
守

っ
て
い
る
。
た
ま
に
ピ
ッ
チ

ャ
ー
も
や
る
ん
だ
。
フ
ラ
イ

ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
時

の
あ
の
感
覚
が
す
ご
く
好
き

な
ん
だ
。
そ
し
て
な
ん
と
い

っ
て
も
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

っ
た
時
の
感
覚
。
バ
ッ
ト
で

ボ
ー
ル
を
打
っ
た
瞬
間
の
音
、

あ
の
感
触
。
何
と
も
言
え
な

い
く
ら
い
、
最
高
に
う
れ
し

い
。
野
球
は
僕
の
人
生
な
ん

だ
。

　

で
も
、
い
つ
も
勝
て
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
。
続
け
て
負
け

る
時
も
あ
る
。
ど
ん
な
に
頑

張
っ
て
も
、
負
け
ち
ゃ
う
ん

だ
。
僕
だ
け
が
頑
張
っ
て
も
、

チ
ー
ム
が
一
体
と
な
っ
て
戦

わ
な
い
と
、
勝
て
な
い
。
野

球
は
難
し
い
ス
ポ
ー
ツ
な
ん

だ
。
続
け
て
負
け
る
時
は
が

っ
か
り
す
る
し
、
悲
し
い
。

で
も
次
に
は
勝
て
る
っ
て
信

じ
て
、
ま
た
試
合
を
す
る
ん

だ
。
審
判
が
不
公
平
で
、
負

け
ち
ゃ
う
時
も
あ
る
。
な
ぜ

か
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
審

判
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら

来
る
チ
ー
ム
に
不
公
平
な
時

が
あ
る
。
ア
ウ
ト
な
の
に
、

セ
ー
フ
っ
て
言
っ
た
り
、
ど

う
見
た
っ
て
ス
ト
ラ
イ
ク
な

の
に
、
ボ
ー
ル
っ
て
言
っ
た

り
、
と
に
か
く
不
公
平
な
時

が
多
い
ん
だ
。
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
の
審
判
は
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
の
チ
ー
ム
の
見
方

を
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

か
ら
来
る
チ
ー
ム
は
き
ら
い

な
の
か
な
？
審
判
が
不
公
平

な
時
は
一
番
つ
ら
い
。
失
敗

し
て
も
泣
か
な
い
け
ど
、
審

判
が
不
公
平
で
負
け
た
時
、

そ
ん
な
時
は
本
当
に
く
や
し

く
て
く
や
し
く
て
涙
が
出
て

く
る
。
こ
の
夏
、
そ
ん
な
試

合
も
あ
っ
た
ん
だ
。

　

長
い
夏
休
み
も
終
わ
り
に

近
づ
い
た
、
八
月
の
終
わ
り
、

ぼ
く
の
野
球
チ
ー
ム
は
メ
リ

ー
ラ
ン
ド
州
で
「
リ
プ
キ
ン

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
参
加
し

た
。
い
つ
も
の
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
で
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

じ
ゃ
な
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
外
の
州
で
行
わ
れ
る
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
。
審
判
も
き
っ
と

公
平
だ
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
ま

で
行
く
の
に
、
車
で
四
時
間

か
か
っ
た
け
ど
、
一
時
間
く

ら
い
に
感
じ
た
。 

次
の
日
の

朝
、
ぼ
く
は
午
前
六
時
に
目

が
覚
め
た
。「 

試
合
の
日
だ
！
」

こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
ん
だ
。  

準
備
の
た
め
に
い
つ
も
よ
り

早
く
起
き
た
。
朝
か
ら
雨
が

降
っ
て
い
て
、
試
合
が
で
き

る
か
ど
う
か
心
配
だ
っ
た
。

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
夏
の
思
い
出
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
口　

マ
イ
ル
ズ

「クリスムカ」
　　ニュージャージー州キッズ国際学園小３
　　　　　　　　　　　　　ゴラン　海

で
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
無
事

に
始
ま
っ
た
。

　

 

第
一
試
合
は
相
手
チ
ー
ム

と
十
二
―
十
二
で
引
き
分
け

た
。
接
戦
だ
っ
た
。
雨
の
中
、

何
度
も
中
断
に
な
っ
て
、
み

ん
な
ず
ぶ
ぬ
れ
で
戦
っ
た
。

勝
て
な
か
っ
た
け
ど
、
負
け

な
か
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
。

　

昼
食
を
と
り
、
第
二
試
合

の
準
備
を
し
た
。
一
生
懸
命

戦
っ
た
け
ど
、
第
二
試
合
は

五
―
七
で
負
け
て
し
ま
っ
た
。  

ぼ
く
た
ち
の
チ
ー
ム
が
最
終

回
に
勢
い
が
で
て
き
て
、
カ

ム
バ
ッ
ク
し
始
め
た
時
、
相

手
チ
ー
ム
が
少
し
ず
る
い
こ

と
を
始
め
た
ん
だ
。
相
手
チ

ー
ム
の
コ
ー
チ
が
時
間
を
潰

す
た
め
に
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
何

度
も
変
え
て
き
た
。
ピ
ッ
チ

ャ
ー
を
変
え
る
た
び
に
、
ウ

ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
さ
せ
て
、
時

間
を
つ
ぶ
す
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
何
度
も
変
え
て
は
い
け
な

い
、
と
い
う
ル
ー
ル
は
な
い

し
、
二
時
間
と
い
う
時
間
制

限
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
利

用
し
た
ん
だ
。
結
果
的
に
は

僕
の
チ
ー
ム
は
時
間
切
れ
で

負
け
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に

残
念
で
く
や
し
か
っ
た
け
ど
、

良
い
試
合
だ
っ
た
。  

　

翌
日
、
も
う
一
試
合
あ
っ

た
。
み
ん
な
疲
れ
て
い
た
の

か
、
僕
の
チ
ー
ム
は
ま
っ
た

く
覇
気
が
な
く
て
、
結
局
何

も
得
点
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

０
―
十
二
で
負
け
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
は
リ
プ
キ
ン
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
最
後
の
試
合
だ

っ
た
。  

ぼ
く
た
ち
は
プ
レ
ー

オ
フ
に
進
む
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
チ
ー
ム
と
し
て
は

負
け
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、
こ
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
試
合
全
体

を
通
し
て
、
ぼ
く
は
す
べ
て

の
打
席
で
安
打
を
打
つ
こ
と

が
で
き
た
。
一
回
も
三
振
に

な
ら
な
か
っ
た
。
毎
回
塁
に

出
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
、
三
試
合
中
二
試
合
で
「
プ

レ
イ
ヤ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
ゲ

ー
ム
」
賞
を
受
賞
し
た
ん
だ
。

大
会
で
は
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
二

つ
も
ら
っ
た
。
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
け
ど
、
同
時
に
チ
ー

ム
と
し
て
の
成
績
が
ふ
る
わ

な
か
っ
た
の
が
悲
し
か
っ
た
。

で
も
僕
た
ち
は
最
善
を
尽
く

し
て
最
後
ま
で
全
力
で
戦
っ

た
。
ぼ
く
た
ち
は
も
っ
と
も

っ
と
練
習
し
て
、
来
年
は
き

っ
と
強
い
チ
ー
ム
に
な
っ
て

ま
た
リ
プ
キ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
参
加
し
た
い
。

　

大
会
は
思
う
よ
う
に
い
か

な
か
っ
た
け
ど
、
少
年
野
球

の
大
き
な
大
会
に
行
く
こ
と

が
で
き
て
良
い
経
験
に
な
っ

た
。
や
っ
ぱ
り
、
野
球
は
僕

の
人
生
な
ん
だ
。（
滞
米
10
年
）

　
「『
不
便
』
の
価
値
を
見
つ

め
直
す
」
で
は
、
筆
者
は
常

識
と
は
異
な
る
別
の
視
点
を

持
つ
こ
と
で
物
事
を
別
の
角

度
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
る

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
筆
者
の
意
見
に
賛

成
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
見
方

を
変
え
る
と
最
初
は
便
利
だ

と
思
っ
て
い
た
も
の
も
、
反

対
に
不
便
な
と
こ
ろ
を
見
つ

け
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で

す
。

　

筆
者
は
、
不
便
は
悪
い
こ

と
と
い
う
一
般
的
な
考
え
方

で
は
な
く
、
不
便
の
価
値
に

着
目
し
て
日
常
生
活
の
中
で

も
不
便
益
を
見
つ
け
る
と
い

う
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
筆
者
の
意
見
に

対
し
て
、
私
は
見
方
を
変
え

る
と
便
利
の
中
の
不
便
な
点

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。　

　

例
え
ば
、
今
の
社
会
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
ん

で
い
て
、
色
々
な
電
子
マ
ネ

ー
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

分
が
好
き
な
も
の
を
使
え
て

一
見
便
利
に
思
え
ま
す
が
、

ど
の
お
店
の
使
え
る
電
子
マ

ネ
ー
が
違
う
の
で
、
結
局
複

数
使
わ
な
い
と
不
便
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

い
い
ね
欄
に
つ
い
て
の
事
例

も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
数
ヶ
月

前
に
、
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク

が
ユ
ー
ザ
ー
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
た
め
に
い
い
ね

欄
を
非
表
示
に
し
ま
し
た
。

元
々
、
自
分
が
い
い
ね
を
し

た
ツ
イ
ー
ト
が
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
の
い
い
ね
欄
に
載
っ
て
い

て
、
そ
れ
を
他
の
人
も
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
非
表

示
に
な
る
前
ま
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
ユ
ー
ザ
ー
が
友
達
の

い
い
ね
欄
を
見
る
の
が
好
き

だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
実

際
私
も
、
推
し
の
い
い
ね
欄

か
ら
フ
ァ
ン
ア
ー
ト
を
見
て

い
た
の
で
、
今
は
そ
れ
が
見

ら
れ
な
く
な
っ
て
不
便
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

見
る
角
度
を
変
え
れ
ば
筆
者

が
着
目
し
て
い
る
不
便
益
と

同
様
に
、
便
利
の
不
便
な
と

こ
ろ
も
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

私
は
筆
者
の
意
見
に
賛
成
で

す
。
今
後
は
、
物
事
を
普
段

と
は
違
う
捉
え
方
を
し
て
、

世
界
を
よ
り
広
く
見
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
身
の
回
り
に

あ
る
不
便
益
や
便
利
の
よ
く

な
い
と
こ
ろ
を
探
し
て
日
々

の
生
活
に
役
立
て
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
５
年
）

「
生
き
物
の
大
切
さ
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

余
田　

桃
那

　

生
活
し
て
い
る
と
生
き
物

と
機
械
の
両
方
に
ふ
れ
合
う

時
間
が
毎
日
あ
り
ま
す
。
ア

パ
ー
ト
の
周
り
の
り
す
や
う

さ
ぎ
な
ど
の
動
物
や
花
な
ど

の
生
き
物
、
冷
ぞ
う
庫
や
ド

ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
機
械
を
毎
日

見
た
り
使
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
大
切
な
も
の

で
す
が
、
生
き
物
に
は
特
別

な
大
切
さ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
生
き
物
は
け
が
を

す
る
と
い
た
み
を
感
じ
る
の

に
対
し
て
、
機
械
は
い
た
み

を
感
じ
ま
せ
ん
。
動
画
で
け

が
を
し
た
犬
の
様
子
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
と
て

も
痛
そ
う
で
か
わ
い
そ
う
に

思
い
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
落
と
し
た
時
に
は
、

こ
わ
れ
て
い
な
い
か
心
配
に

は
な
り
ま
す
が
、
痛
そ
う
だ

な
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
生
き

物
が
け
が
を
す
る
と
痛
い
と

感
じ
る
た
め
、
う
ら
し
ま
太

ろ
う
に
出
て
く
る
よ
う
な
い

じ
め
っ
子
の
三
人
組
の
よ
う

に
、
生
き
物
を
い
じ
め
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
き
物
は
一
度

死
ん
で
し
ま
う
と
、
生
き
返

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
機

械
は
こ
わ
れ
て
も
直
せ
た
り
、

新
し
い
も
の
に
交
か
ん
で
き

た
り
し
ま
す
が
、
生
き
物
は

交
か
ん
が
で
き
ま
せ
ん
。
ち

い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
送
り
で
出

て
き
た
お
父
さ
ん
は
、
戦
争

に
行
っ
て
死
ん
で
し
ま
い
、

も
ど
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
ん
な
生
き
物
も
死
ん
で
し

ま
う
と
、
生
き
返
る
こ
と
は

で
き
ず
、
も
う
会
え
ま
せ
ん
。

　

ク
リ
ス
ム
カ
と
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
と
ハ
ヌ
カ
を
合
体
さ

せ
た
言
葉
で
す
。
二
〇
二
四

年
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
ハ
ヌ

カ
の
初
日
が
同
日
で
し
た
。

ハ
ヌ
カ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

お
祝
い
で
す
。
オ
イ
ル
ラ
ン

プ
一
日
分
の
オ
イ
ル
が
八
日

間
も
も
っ
た
の
が
き
せ
き
で

す
。
そ
の
き
せ
き
を
八
日
間

毎
日
一
本
ず
つ
ロ
ウ
ソ
ク
に

火
を
つ
け
て
お
祝
い
を
し
ま

す
。
そ
し
て
、
オ
イ
ル
を
使

っ
た
料
理
を
食
べ
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
ラ
ッ
ケ
ス
と
言

う
ポ
テ
ト
の
パ
ン
ケ
ー
キ
と
、

ス
フ
ガ
ニ
ョ
ッ
ト
と
言
う
ジ

ャ
ム
が
入
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
を

沢
山
食
べ
ま
し
た
。
ラ
ッ
ケ

ス
の
外
は
カ
リ
カ
リ
で
、
中

が
ふ
わ
ふ
わ
で
、
と
っ
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
朝
、
ぼ
く

は
早
く
お
き
て
、
朝
ご
は
ん

を
食
べ
て
、
み
ん
な
が
そ
ろ
う

ま
で
、
ま
ち
ま
し
た
。
早
く

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
け
た
く
て
、

ウ
ズ
ウ
ズ
し
ま
し
た
。
み
ん

な
が
そ
ろ
っ
た
の
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
開
け
ま
し
た
。
ぼ
く

は
ピ
ン
ボ
ー
ル
の
ク
ラ
フ
ト

の
お
も
ち
ゃ
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
一
日
で
、

ハ
ヌ
カ
は
八
日
間
で
す
。
ぼ

く
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
も
八
日

間
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
楽
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
便
利
と
不
便
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

結
愛

だ
か
ら
、
生
き
物
の
命
は
と
て

も
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
き
物
に
は
、
感

情
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
は
新

し
い
人
形
が
買
え
た
ら
う
れ
し

い
し
、
一
人
で
暗
い
へ
や
で
ね

る
と
こ
わ
い
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。犬
と
ふ
れ
合
う
と
き
、

犬
も
う
れ
し
そ
う
に
し
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。機
械
と
ち
が
い
、

生
き
物
は
心
を
持
っ
て
い
る
か

ら
、
お
た
が
い
を
思
い
や
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
生
き
物
を
大
切

に
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
生
き
物
は
痛
み

を
感
じ
、
一
つ
だ
け
の
命
を
持

ち
、
感
情
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
生
き
物
に
は
思
い
や
り

を
持
っ
て
ふ
れ
合
う
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
２
か
月
）
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ア
メ
リ
カ
生
活
を
実
感
で
き
る
家
　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ナ
ッ
ソ
ー
郡
に
あ
る
レ
ビ
ッ
ト
タ

ウ
ン
と
い
う
地
区
は
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
帰
還
兵
の
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
都
市
計
画
で
、
何
千
と
い
う

住
宅
が
建
設
さ
れ
た
住
宅
地
区
で
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
歴
史

の
中
で
戦
後
初
め
て
の
大
量
生
産
住
宅
の
原
型
の
街
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ビ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
い
う
街
名
は
、
当
時
の
設
計
、
建
設

プ
ラ
ン
を
受
け
持
っ
た
レ
ビ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
ズ
と
言

う
建
設
業
者
の
名
前
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
遂
行
の
た
め
に
街
か
ら
は
緊
急
の
住
宅
需
要
の
た
め

に
特
別
な
許
可
が
得
ら
れ
、
当
時
の
急
速
な
需
要
に
供
給
が

見
あ
う
よ
う
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
基
礎
に
し
た
、
ラ
ン
チ
ス

タ
イ
ル
に
ロ
フ
ト
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
小
さ
な
一
軒
家
が
多

く
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
レ
ビ
ッ
ト
タ
ウ
ン
は
、
全
く

変
遷
し
て
以
前
の
一
律
同
じ
ス
タ
イ
ル
の
家
の
原
型
を
留
め

る
家
は
少
な
く
ほ
と
ん
ど
の
家
が
改
築
、
建
て
直
し
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
家
の
価
格
の
上
昇
率
が
高
く
、
生
活
の
便
利
さ
、

治
安
の
良
さ
、
子
供
を
育
て
る
環
境
に
も
適
し
た
エ
リ
ア
で

あ
る
こ
と
や
、
購
入
し
て
か
ら
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な

が
ら
大
き
目
の
家
に
改
築
で
き
る
比
較
的
手
ご
ろ
な
物
件
が

あ
る
と
い
う
の
が
人
気
の
理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
家
は
、
築
２
０
１
８
年
、
１
階
に
一
寝
室
、
２
階

に
４
寝
室
の
あ
る
全
５
寝
室
で
、
浴
室
は
３
つ
を
備
え
た
コ

ロ
ニ
ア
ル
ス
タ
イ
ル
の
家
。
フ
ロ
ン
ト
ポ
ー
チ
、
ゆ
っ
た
り

し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス
、
広
々
と
し
た
オ
ー
プ
ン
フ

ロ
ア
に
は
、
ハ
イ
エ
ン
ド
な
キ
ッ
チ
ン
と
リ
ビ
ン
グ
ル
ー

ム
が
続
き
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
、
寝
室
、
キ
ッ
チ
ン
か

ら
外
側
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
テ
ラ
ス
に
で
ら
れ
る
フ
ロ
ア
プ

ラ
ン
で
、
２
階
に
は
４
寝
室
あ
る
こ
と
か
ら
大
家
族
、
２

世
帯
で
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
住
ま
い
に
設
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
速
へ
は
約
５
分
で
３
つ
の
高
速
に
ア
ク
セ
ス
が
で

き
、
公
園
、
白
砂
の
ビ
ー
チ
で
有
名
な
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ビ
ー
チ

に
は
約
20
分
。
固
定
資
産
税
は
年
１
万
５
０
０
０
ド
ル
、
希

望
価
格
は
１
１
０
万
ド
ル
で
交
渉
可
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、
Ｅ
メ
ー
ルhakutsu@kw.com

阿
久
津
さ
ん
（
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
不
動
産
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
の
不
動

産
市
場
は
２
０
２
０
年
の
コ
ロ

ナ
禍
よ
り
売
却
率
が
ぐ
っ
と
下

が
り
、
現
在
も
売
主
に
と
っ
て

厳
し
い
状
況
が
継
続
し
て
い
ま

す
。そ
の
理
由
は
主
に
２
点
で
、

１
つ
は
平
均
６
・
８
〜
７
・
５
％ 

（
２
０
２
５
年
２
月
５
日
現
在
）

の
高
金
利
な
住
宅
固
定
ロ
ー
ン

の
影
響
で
買
主
の
動
き
が
留
ま

っ
て
い
る
事
、
２
つ
目
は
不
安

定
な
世
界
情
勢
か
ら
海
外
の
富

裕
層
も
買
い
控
え
を
し
て
い
る

事
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
況
下
で
売
り

に
出
し
て
い
る
物
件
の
売
主

は
、
早
く
売
却
し
た
い
と
い
う

意
向
が
強
い
方
が
多
く
、
相
場

よ
り
も
遥
か
に
下
回
っ
た
価
格

で
市
場
に
出
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
価
格
交
渉
が
成
り
立
つ
事

も
多
い
た
め
、
購
入
者
と
し
て

は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
も
言
え

る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
高
金

利
と
い
う
点
で
購
入
の
タ
イ
ミ

ン
グ
と
し
て
は
不
向
き
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
通
り
で
は
あ

り
ま
す
が
、
数
年
後
に
再
び
金

利
が
４
〜
５
％
台
に
戻
る
と
想

定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
時
点
で

借
り
換
え
（refi nance

）
を

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

例
を
挙
げ
る
と
、
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
・
ウ
エ
ス
ト
の
某
高
級
コ

ン
ド
で
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
19
年

度
で
は
ア
ル
コ
ー
ブ
ス
タ
ジ

オ
（
１
Ｄ
Ｋ
）
の
相
場
は
90
万

ド
ル
近
く
ま
で
達
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
70
万
ド
ル
台
ま

で
下
が
っ
て
い
ま
す
。
仮
に
今

の
住
宅
ロ
ー
ン
で
金
利
を
２
〜

３
％
多
め
に
３
〜
４
年
支
払
い

続
け
た
と
し
て
も
、
金
利
が
下

が
る
と
同
時
に
価
格
が
90
万
ド

ル
台
に
戻
る
と
想
定
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
時
に
借
り
換
え
を
す

る
事
で
約
２
〜
３
万
ド
ル
の
金

利
の
損
失
か
ら
実
質
上
20
万
ド

ル
近
く
の
利
益
を
得
る
事
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
購
入
に
あ
た

り
、
物
件
の
種
類
と
エ
リ
ア
に

つ
い
て
の
質
問
を
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。
所
有
権
付
き
の
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
）

を
投
資
物
件
と
し
て
検
討
す
る

場
合
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
は
ア

ス
ト
リ
ア
・
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
シ
テ
ィ
ー
・
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
は
パ
ー
ク
ス
ロ
ー
プ
、
プ
ロ

ス
ペ
ク
ト
ハ
イ
ツ
、
お
よ
び
今

後
の
開
発
が
期
待
で
き
る
サ
ウ

ス
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
地
域
も
挙
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

住
宅
用
や
セ
カ
ン
ド
ホ
ー
ム

の
場
合
、
永
住
権
や
市
民
権
保

持
者
で
将
来
的
な
貸
出
し
の
可

能
性
が
低
い
の
で
あ
れ
ば
、
価

格
が
抑
え
気
味
の
コ
ー
ポ
レ
ー

テ
ィ
ブ
（
所
有
権
で
は
な
く
物

件
の
株
主
と
な
る
）
を
選
択
肢

に
入
れ
て
も
良
い
と
思
い
ま

す
。
現
在
物
件
の
売
却
を
考
え

て
い
る
方
は
少
し
待
っ
た
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。
一
方
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
で
購
入
を
考
え
て

い
る
方
は
今
が
チ
ャ
ン
ス
で

す
。（
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク　

マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
オ
フ
ィ
ス　

伊
東

ト
ニ
ー
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
不
動
産
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報

高
金
利
が
ネ
ッ
ク
で
買
い
控
え
の
時
期
だ
が
、
金
利
が
将
来
下
が
れ
ば

売
り
手
が
値
引
き
し
て
い
る
今
こ
そ
が
、
ま
さ
に
買
い
時
と
も
言
え
る

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:hakutsu@kw.com
mailto:hakutsu@kw.com
mailto:hakutsu@kw.com
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こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
冬

の
健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
免

疫
シ
ス
テ
ム
を
テ
ー
マ
に
、
水

素
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
か
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
今
年
は
暖
冬
気
味
で

す
が
、
寒
い
季
節
は
風
邪
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す

く
、
さ
ら
に
年
末
年
始
の
忙
し

さ
を
引
き
ず
り
、
体
調
を
崩
し

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
こ
そ
、
水
素
が
持
つ

可
能
性
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

水
素
の
抗
酸
化
作
用
は
、
体

内
で
発
生
す
る
活
性
酸
素
を
減

ら
し
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

す
る
働
き
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
活
性
酸
素
は
免
疫
細
胞
の

働
き
を
妨
げ
る
要
因
の
一
つ
と

さ
れ
て
お
り
、
水
素
を
摂
取
す

る
こ
と
で
免
疫
機
能
が
整
い
や

す
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
が

抑
え
ら
れ
る
こ
と
で
体
の
炎
症

反
応
が
緩
和
さ
れ
、
健
康
的
な

免
疫
応
答
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
働

き
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
冬
は
寒
暖
差
が
激
し

く
、
体
調
管
理
が
難
し
い
季
節

で
す
。
寒
さ
に
よ
っ
て
体
温
が

低
下
し
が
ち
で
す
が
、
水
素
が

血
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
体
を

温
め
、
免
疫
力
を
支
え
る
助
け

と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
血

流
が
良
く
な
る
こ
と
で
、
免
疫

細
胞
が
全
身
を
効
率
的
に
巡

り
、
体
の
防
御
機
能
が
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
働
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

私
の
サ
ロ
ン
で
は
、
冬
の
寒

い
時
期
に
水
素
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
「
冷
え
が
和
ら
ぎ
、
風

邪
を
引
き
に
く
く
な
っ
た
」
と

実
感
さ
れ
る
お
客
様
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
年

末
年
始
の
食
生
活
の
乱
れ
や
暴

飲
暴
食
で
疲
れ
た
体
に
、
水
素

が
肝
臓
の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
体
内
の
デ
ト
ッ
ク
ス
を
促

進
す
る
こ
と
で
、
免
疫
シ
ス
テ

ム
を
間
接
的
に
支
え
る
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
い
う
声
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

水
素
を
取
り
入
れ
る
方
法
と

し
て
は
、
水
素
吸
入
、
水
素
水
、

水
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
摂
取
、

水
素
風
呂
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
冬
、
水
素
の
力
を
活
用
し

て
免
疫
力
を
高
め
、
寒
い
季
節

を
元
気
に
乗
り
越
え
て
み
ま
せ

ん
か
？
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
日
常
生
活
に
水
素
を
取
り

入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
26
）
水
素
と
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
冬
支
度

　

表
千
家
同
門
会 

米
国
東
部

支
部
設
立
15
周
年
記
念
行
事

「
世
界
平
和
祈
念
献
茶
式
・
拝

服
席
」
が
３
月
18
日
（
火
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
（
献
茶
式
は

10
時
か
ら
）、 

セ
ン
ト
・
ジ
ョ

ン
・
ザ
・
デ
ィ
バ
イ
ン
大
聖
堂

（Cathedral of St. John The 
Divine

：
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街

１
０
４
７
番
地
、１
１
２
丁
目
）

に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

２
０
１
０
年
東
部
支
部
発
会

式
時
に
も
献
茶
式
を
行
っ
た
場

所
で
、
表
千
家
15
代
家
元
猶
有

斎
宗
匠
を
迎
え
、
平
和
祈
念
の

献
茶
式
を
行
う
。
一
服
の
茶
を

献
じ
、
世
の
平
安
を
祈
る
日

本
古
来
の
茶
道
の
厳
粛
な
儀

式
。
献
茶
式
の
後
、
点
出
し

の
お
茶
と
お
菓
子
の
拝
服
席

も
あ
る
。
連
絡
先
は
Ｅ
メ
ー

ルdomonkai.eastern.usa@
gmail.com

（
表
千
家
同
門
会

米
国
東
部
支
部Secretary-

General 

北
澤
恵
子
さ
ん
）
ま

で
。

表
千
家
同
門
会
米
国
東
部
支
部 

３
月
に
設
立
15
周
年
記
念
行
事

オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
を
探
る

鑑
賞
会 

＆ 

直
前
勉
強
会

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
名
作
『
フ
ィ
デ
リ
オ
』

の
鑑
賞
会
を
3
月
12
日
（
水
）

午
後
７
時
か
ら
開
催
、
前
日
11

日
午
後
６
時
か
ら
直
前
勉
強
会

を
開
催
す
る
。『
楽
聖
』
と
も

呼
ば
れ
る
音
楽
家
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
は
、
有
名
な
九
つ
の
交
響

曲
と
た
く
さ
ん
の
器
楽
曲
、
そ

し
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な

い
多
数
の
歌
曲
を
作
曲
し
た
。

し
か
し
、オ
ペ
ラ
は
た
だ
一
つ
、

『
フ
ィ
デ
リ
オ
』
だ
け
。
ど
ん

な
事
情
で
オ
ペ
ラ
は
ひ
と
つ
だ

け
な
の
か
？
一
緒
に
オ
ペ
ラ
を

勉
強
し
な
が
ら
答
え
を
見
つ
け

る
。
日
本
ク
ラ
ブ
と
『
オ
ペ
ラ

の
楽
し
み
を
探
ろ
う
！
』（
発

起
人
会
・
伊
藤
澄
子
代
表
）
の

共
催
企
画
。 

　

オ
ペ
ラ
鑑
賞
会
参
加
費 

１
５
５
ド
ル
（
日
本
ク
ラ
ブ
会

員
）。
１
６
５
ド
ル
（
ゲ
ス
ト
・

一
般
）。定
員
20
名
様
限
定
。 

直

前
勉
強
会
（
鑑
賞
会
参
加
者
に

限
ら
ず
誰
で
も
参
加
可
）。
参

加
費
15
ド
ル
（
日
本
ク
ラ
ブ
会

員
）。
25
ド
ル（
ゲ
ス
ト
・
一
般
）

ド
リ
ン
ク
付
。
申
込
締
切
日
3

月
10
日
（
月
）。
問
い
合
わ
せ

は
日
本
ク
ラ
ブ
事
務
局
・
内

藤
さ
ん 

Ｅ
メ
ー
ルhnaito@

nipponclub.org 

ま
で
。

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://kiku-ny.com
https://able-nw.com/newyork/
http://brooklyntime.net
tel:2122136069
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:hnaito@nipponclub.org
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
今
年
は
年

明
け
か
ら
全
米
規
模
で
寒
波
が

発
生
し
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
す
で
に
ご
存
じ
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
１
月

７
日
に
発
生
し
た
大
規
模
な

「
Ｌ
Ａ
火
災
」
は
、
南
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
で
今
シ
ー
ズ
ン
初
の

ス
ト
ー
ム
の
影
響
も
あ
り
、
約

３
週
間
を
経
て
よ
う
や
く
鎮
火

の
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。
本

稿
執
筆
時
点
で
火
災
は
合
計

５
万
７
０
０
０
エ
ー
カ
ー
を
焼

き
尽
く
し
、
１
万
６
０
０
０
戸

の
建
物
を
破
壊
、
少
な
く
と
も

28
名
が
犠
牲
と
な
る
と
い
う
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
歴
史
上

で
も
２
０
１
８
年
の
「
キ
ャ
ン

プ
・
フ
ァ
イ
ア
」
に
次
ぐ
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
私
の
ル
ー
ト
66
盟

友
を
含
め
直
接
の
被
害
を
受
け

た
友
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
避
難
命
令
が
出
さ
れ
た
地

域
の
住
民
の
多
く
が
オ
レ
ン
ジ

カ
ウ
ン
テ
ィ
ま
で
避
難
す
る
な

ど
、
大
変
な
不
便
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。
消
火
活
動
や
救
助
に

尽
力
さ
れ
た
消
防
士
、
救
急
隊

員
、
警
察
官
、
そ
し
て
支
援
に

携
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
彼

ら
の
勇
敢
な
行
動
と
献
身
的
な

努
力
に
よ
り
、
多
く
の
命
が
救

わ
れ
、
被
害
の
拡
大
が
防
が
れ

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
が

一
日
も
早
く
平
穏
な
日
々
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
今
後
も
支
援

の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、「
今
、
ル
ー
ト

66
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
？
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
話

題
を
お
届
け
す
る
シ
ー
ズ
ン

⑥
、
さ
っ
そ
く
始
め
ま
し
ょ

う
！

■
イ
リ
ノ
イ
州
：
シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
、
ル
ー
ト
66
生
誕

１
０
０
周
年
記
念
祭
開
催
へ

　

ま
ず
最
初
は
、
先
月
に
引
き

続
き
、
２
０
２
６
年
に
開
催
さ

れ
る
ル
ー
ト
66
生
誕
１
０
０
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
話

題
で
す
。「
イ
リ
ノ
イ
州
ル
ー

ト
66
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ

イ
」
は
、
２
０
２
６
年
11
月
11

日
に
ル
ー
ト
66
の
１
０
０
周
年

記
念
祝
典
を
正
式
に
開
催
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

の
会
場
は
イ
リ
ノ
イ
州
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
あ
る
「
ル

ー
ト
66
モ
ー
タ
ー
ヘ
ッ
ズ
」。

バ
イ
ウ
ェ
イ
の
州
全
体
会
議
も

含
ま
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
愛
好
家
や
フ
ァ
ン
、
バ
イ

ウ
ェ
イ
の
メ
ン
バ
ー
、
一
般
の

参
加
者
を
迎
え
、
ル
ー
ト
66
の

価
値
を
再
認
識
す
る
楽
し
い
一

日
と
な
る
予
定
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
著
名
人
の
基
調
講
演

や
歴
史
的
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
も
し
か
し
た
ら

私
の
姿
も
見
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
（
笑
）。
ま
た
、
モ

ー
タ
ー
ヘ
ッ
ズ
・
グ
リ
ル
＆
バ

ー
の
モ
ー
タ
ー
ド
ー
ム
で
は
、

ラ
イ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

や
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
展
示
会
も

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
１
９
２
６
年
11

月
11
日
は
、
米
国
の
国
道
番
号

制
度
が
承
認
さ
れ
た
日
で
あ

り
、
ル
ー
ト
66
や
そ
の
他
の
米

国
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
「
公
式
な
誕

生
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
シ
カ
ゴ
と
Ｌ
Ａ
を
結
ぶ

ル
ー
ト
「
66
」
と
い
う
番
号
自

体
は
、
同
年
４
月
30
日
に
ミ
ズ

ー
リ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル

ド
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
ホ
テ
ル
で
初

め
て
提
案
さ
れ
た
た
め
、
ど
ち

ら
が
「
本
当
の
誕
生
日
」
な
の

か
に
つ
い
て
は
、
今
も
意
見
が

分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

よ
う
な
背
景
を
知
る
と
、
さ
ら

に
興
味
が
湧
い
て
き
ま
す
ね
。

 

■
ア
リ
ゾ
ナ
州
：
キ
ン
グ
マ

ン
・
ツ
ア
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
３
段
階
へ

　

ア
リ
ゾ
ナ
州
キ
ン
グ
マ
ン
市

の
「
キ
ン
グ
マ
ン
・
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
」
が
、タ
リ
ス
マ
ン
・

マ
ジ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

お
よ
び
市
当
局
と
連
携
し
て
進

め
て
い
る
「
キ
ン
グ
マ
ン
・
ツ

ア
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

２
０
２
５
年
に
入
っ
て
第
３
段

階
へ
と
突
入
し
ま
し
た
。

　

第
１
段
階
で
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
活
用
し
た
音
声
ガ
イ
ド
付

き
の
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
歴
史
的
な

建
物
や
映
画
の
撮
影
地
、
著
名

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ボ
ブ
・
ウ

ォ
ル
ド
マ
イ
ヤ
ー
の
壁
画
な
ど

を
訪
れ
な
が
ら
、
キ
ン
グ
マ
ン

の
魅
力
を
楽
し
め
る
仕
組
み
が

整
い
ま
し
た
。

　

第
２
段
階
で
は
、
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
ガ
イ

ド
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
、
動

画
・
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
が
追
加

さ
れ
、
よ
り
充
実
し
た
体
験
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回
の
第
３
段
階

で
は
、
新
た
な
観
光
名
所
が
加

わ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に

加
え
、
ル
ー
ト
66
沿
い
を
巡
る

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
付
き
ド
ラ
イ
ブ

ツ
ア
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

第
一
弾
の
コ
ー
ス
は
、
ル
ー
ト

66
沿
い
か
ら
キ
ン
グ
マ
ン
空
港

お
よ
び
工
業
団
地
へ
と
続
き
、

そ
の
後
、
コ
ロ
ラ
ド
川
沿
い
の

ト
ポ
ッ
ク
か
ら
、
ア
ッ
シ
ュ
フ

ォ
ー
ク
近
郊
の
１
９
２
３
年
建

設
の
パ
ー
ト
リ
ッ
ジ
・
ク
リ
ー

ク
橋
ま
で
拡
大
予
定
と
の
こ

と
。
今
後
の
展
開
が
ま
す
ま
す

楽
し
み
で
す
ね
！

 

■
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
：
同
州
ル

ー
ト
66
協
会
の
お
家
騒
動

　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
ク
ラ
モ
ア
で

は
、
２
０
２
５
年
４
月
12
日
、

ル
ー
ト
66
開
通
１
０
０
周
年
記

念
の
一
環
と
し
て「
ア
ン
デ
ィ
・

ペ
イ
ン
・
ル
ー
ト
66
レ
ー
ス（
５

キ
ロ
）」
と
「Fun Run

」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

地
方
紙
に
よ
る
と
、
レ
ー
ス

の
収
益
金
は
ク
ラ
モ
ア
歴
史
博

物
館
に
寄
付
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。
３
月
27
日
ま
で
に
申
し

込
ん
だ
方
は
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
が

貰
え
る
そ
う
で
す
よ
！

　

ち
な
み
に
ア
ン
デ
ィ
・
ペ
イ

ン
は
、
１
９
０
７
年
に
オ
ク
ラ

ホ
マ
州
フ
ォ
イ
ル
の
近
く
の
町

で
生
ま
れ
た
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
で
あ

り
、
米
国
史
上
最
も
注
目
す
べ

き
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
一
人
で
し

た
。

　

１
９
２
８
年
、
ア
ン
デ
ィ
は

Ｃ
．
Ｃ
．
パ
イ
ル
の
国
際
大
陸

横
断
徒
歩
レ
ー
ス
に
参
加
、
こ

の
レ
ー
ス
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
の

５
４
９
３
キ
ロ
の
道
の
り
を
、

そ
の
大
半
を
ル
ー
ト
66
で
踏
破

す
る
も
の
で
し
た
。

　

信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
、
彼

は
２
０
０
人
近
い
実
績
の
あ
る

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
を
抑
え
て
１
位

と
な
り
、
２
万
５
０
０
０
ド
ル

の
賞
金
を
獲
得
。
彼
は
何
と

５
７
３
時
間
で
レ
ー
ス
を
完
走

し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
未
舗
装

道
路
、
山
岳
地
帯
、
荒
天
の
中
、

ア
メ
リ
カ
全
土
を
平
均
し
て
１

マ
イ
ル
あ
た
り
約
10
分
で
走
り

抜
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
フ

ォ
イ
ル
の
街
に
は
、
彼
を
称
え

る
記
念
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
来
月
ま
た
お
目
に

か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
18
：
１
０
０
周
年
記
念
祭
や
協
会
の
お
家
騒
動
な
ど

コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

４. 大学の帰国生入試
廃止傾向について（３）

  　
今
回
も
引
き
続
き
日
本
の

大
学
で
の「
帰
国
枠
入
試
廃
止
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
前

回
ま
で
は
一
般
的
な
大
学
の
帰

国
枠
状
況
、
特
に
私
立
大
学
に

焦
点
を
当
て
て
説
明
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
は
国
立
大
学
の
帰

国
子
女
枠
の
制
度
に
変
化
は
あ

る
の
か
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

国
立
大
学
の
帰
国
生
入
試
廃
止

傾
向
は
？

　

私
立
大
学
と
比
べ
る
と
、
国

公
立
大
学
は
税
金
を
支
払
っ
て

い
る
日
本
在
住
者
が
優
先
と
い

う
観
点
も
あ
っ
て
か
、
海
外
在

住
で
あ
る
帰
国
生
募
集
定
員
は

も
と
も
と
「
若
干
名
」
が
基
本

で
し
た
。
現
時
点
で
は
定
員
数

の
減
少
や
制
度
の
廃
止
と
い
っ

た
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
外

の
日
本
人
子
女
が
母
国
で
大
学

に
入
れ
な
く
な
る
な
ど
以
っ
て

の
他
で
す
が
、
い
つ
突
然
変
化

の
発
表
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
東
京
大
学
に
一
定
国

か
ら
の
留
学
生
が
３
千
人
以
上

在
籍
し
て
い
る
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
が
、
留
学
生
の
定
員
に
制

限
は
な
い
の
か
、
留
学
生
入
試

制
度
が
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
実
態
は
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。
日
本
人
の
帰
国
生
定
員

は
変
わ
ら
ず
若
干
名
と
さ
れ
て

お
り
、
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い

る
国
立
大
学
な
の
で
あ
れ
ば
、

留
学
生
同
様
も
う
少
し
日
本
人

帰
国
生
枠
を
広
げ
て
ほ
し
い
の

が
本
音
で
す
ね
。

国
立
大
学
の
入
試
内
容
に
つ
い

て一
般
的
な
背
景
か
ら
申
し
上
げ

ま
す
と
、
国
公
立
大
学
で
海
外

か
ら
の
帰
国
生
が
受
け
ら
れ
る

受
験
方
式
と
し
て
、「
一
般
選

抜
」、「
帰
国
枠
入
試
」、「
総
合

選
抜
型
」
の
３
タ
イ
プ
が
あ
る

よ
う
で
す
。
二
つ
目
の
帰
国
枠

入
試
が
帰
国
生
に
最
も
適
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
に
よ
っ
て
枠
の
分

類
や
必
須
と
さ
れ
る
項
目
が
違

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
共
通
し
て

い
る
項
目
と
し
て
は
、
ア
メ
リ

カ
で
あ
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｔ
、
イ
ギ
リ

ス
で
あ
れ
ば
Ａ
レ
ベ
ル
、
ま
た

要
項
に
よ
る
と
、帰
国
生
は「
特

別
選
考
入
試
」
の
第
二
種
と
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
こ
の

枠
に
該
当
す
る
受
験
資
格
を
持

つ
者
は
、
原
則
「
地
理
的
・
場

所
的
に
外
国
の
高
校
を
卒
業
し

て
い
る
こ
と
」
で
す
。
こ
こ
で

の
注
意
点
は
、
海
外
で
も
文
科

省
が
認
定
し
た
日
本
の
高
校
過

程
を
教
え
て
い
る
学
校
卒
業
生

は
、「
帰
国
枠
」
に
は
該
当
し

な
い
こ
と
で
す
。
あ
く
ま
で
も

「
現
地
校
で
現
地
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
現
地
語
で
修
了
」
し
た

者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
日
本
国
内
の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
や
ア

メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
等
も
該

当
し
ま
せ
ん
。
学
部
に
関
し
て

は
文
科
一
類
、
二
類
、
三
類
、

ま
た
理
科
一
類
、
二
類
、
三
類

が
受
験
可
能
で
す
が
、
や
は
り

各
若
干
名
と
あ
り
、
か
な
り
狭

き
門
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
試

験
内
容
に
関
し
て
は
、
ま
ず
総

合
的
な
書
類
選
考
を
通
っ
た
受

験
生
が
第
二
段
階
に
進
め
ま

す
。
こ
の
段
階
で
は
実
際
に
語

学
、
理
数
系
等
の
学
力
試
験
を

受
け
、
ま
た
小
論
文
は
英
語
と

日
本
語
両
方
、
面
接
は
日
本
語

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
両
言
語

が
堪
能
で
読
み
書
き
も
不
自
由

な
く
で
き
る
こ
と
が
条
件
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
何
よ
り
も
自

分
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を

両
言
語
で
論
じ
ら
れ
る
能
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
東
京
大
学
は

極
端
な
例
と
言
え
ま
す
が
、
国

公
立
大
学
の
多
く
が
こ
れ
ら
の

項
目
が
基
本
と
な
り
、
そ
の
一

部
を
除
い
た
も
の
や
少
し
簡
素

化
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、

討
論
力
、
Ａ
Ｐ
の
授
業
等
で
良

い
成
績
を
取
り
、
現
地
で
で
き

る
こ
と
を
早
く
か
ら
準
備
す
る

こ
と
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信
出
版

社
）
な
ど
。

Ｉ
Ｂ
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

バ
カ
ロ
レ
ア
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
校
で
あ
れ
ば
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
統
一
試
験
で
高

い
点
数
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
、
英
語
の
統
一
試

験
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
や
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ

Ｓ
、学
校
で
の
成
績
平
均
値（
Ｇ

Ｐ
Ａ
）、
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
や
課
外
活
動
、奉
仕
活
動
、

ア
ワ
ー
ド
な
ど
を
含
め
た
推
薦

状
も
提
出
が
課
さ
れ
ま
す
。
ま

た
試
験
の
内
容
は
大
学
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
が
、
例
え
ば
英
語

で
の
小
論
文
、
個
人
面
接
、
口

頭
試
問
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
そ
し
て
語
学
や
理
数
系
な

ど
2
〜
3
科
目
の
試
験
な
ど
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
学

や
学
部
も
あ
る
よ
う
で
す
。

東
京
大
学
の
帰
国
枠
入
試
の
場

合上
記
の
東
京
大
学
を
例
に
取
り

ま
す
と
、
日
本
で
の
受
験
生
同

様
、
入
学
が
最
も
困
難
で
あ
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
２
０
２
５
年
度
の
募
集

http://www.at-newyork.com/
tel:2122136069
https://nyseikatsu.com/gallery/


（19）　　 ［文化・芸能］ 2025年（令和 7年）2月 15日（土）

　

シ
テ
ィ
ポ
ッ
プ
の
歌
手
を

加
え
た
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

「TOKYO DOW
NTOW

N

」

が
20
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
レ
ッ

ド
・
パ
ビ
リ
オ
ン
（The Red 

Pavilion

：1241 Flushing 
Ave.

）
に
て
開
催
さ
れ
る
。
こ

れ
ま
でTokyo Boogie Night

と
し
て
行
っ
て
き
た
コ
ン
サ
ー

ト
に
「
黄
昏
の
ベ
イ
シ
テ
ィ
」

「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
」
な
ど
の
80

年
代
の
シ
テ
ィ
ポ
ッ
プ
の
曲
を

加
え
て
演
奏
す
る
。
出
演
は
、

ク
ニ
三
上
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、

佐
藤
ボ
ン
ズ
（
サ
ッ
ク
ス
）、

今
野
大
輔
（
ド
ラ
ム
ス
）、
小

川
と
も
や
（
ギ
タ
ー
）、
ヒ
ト

ス
タ
ー
（
ボ
ー
カ
ル
）、
河
崎

裕
子
（
ボ
ー
カ
ル
）、
青
木
昭

子
（
ボ
ー
カ
ル
）。

　

入
場
料
は
18
ド
ル
〜
＋
２
ド

リ
ン
ク
ミ
ニ
マ
ム
。21
歳
以
上
。

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://www.viewcy.

com/e/tokyo_boogie_
japanes_4

を
参
照
す
る
。

ブルックリン
20日7PM

TOKYO
DOWN
TOWN

　

日
本
で
の
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ

の
放
送
に
先
駆
け
、
劇
場
上

映
用
に
再
構
築
し
た
ガ
ン
ダ

ム
映
画
『
機
動
戦
士 Gundam 

GQuuuuuuX 

（
ジ
ー
ク
ア
ク

ス
）-Beginning-

』
の
北
米

プ
レ
ミ
ア
が
、
20
日
（
木
）
午

後
７
時
か
ら
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁

目
３
３
３
番
地
）
で
上
映
さ
れ

る
（
Ｇ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
バ
ン
ダ
イ

ナ
ム
コ
・
フ
ィ
ル
ム
ワ
ー
ク
ス
、

Ｊ
Ｓ
の
共
催
）。

　

日
本
で
は
今
年
１
月
17
日
に

劇
場
公
開
さ
れ
て
い
る
。
鶴
巻

和
哉
監
督
、
脚
本
は
榎
戸
洋
司

と
庵
野
秀
明
に
よ
る
共
同
執

筆
。
81
分
、
日
本
語
・
英
語
字

幕
。
参
加
者
全
員
へ
の
限
定
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
、
記
念
撮
影
、
フ

ィ
ギ
ュ
ア
の
展
示
な
ど
も
行
わ

れ
る
。

　

入
場
料
は
一
般
40
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
32
ド
ル
。

　

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/events/
mobile-suit-gundam-
gquuuuuux-beginning/

を

参
照
す
る
。

機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム

ジ
ー
ク
ア
ク
ス
・
ビ
ギ
ニ
ン
グ

北
米
プ
レ
ミ
ア
Ｊ
Ｓ
で
20
日
上
映

　

ジ
ャ
ズ
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ス

ト
、
作
編
曲
家
と
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す
る
及

川
陽
菜
が
、
新
た
な
音
楽
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「Hina　Oikawa 

Short Songs

」
を
発
表
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本

の
伝
統
詩
型
で
あ
る
短
歌
と
ジ

ャ
ズ
の
即
興
表
現
を
融
合
さ
せ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
、
ビ
ジ

ュ
ア
ル
ア
ー
ト
も
交
え
た
新
鮮

な
音
楽
体
験
を
提
供
す
る
。

　

Hina　

Oikawa Short 
Songs

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
28
日

（
金
）
午
後
７
時
30
分
か
ら
、

ク
イ
ー
ン
ズ
区
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
シ
テ
ィ
に
あ
るCulture 

Lab LIC

（5-25 46th Ave, 

）

に
て
開
催
。
ボ
ー
カ
ル
と
イ
ン

ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
が
交
差
す

る
10
人
編
成
の
ジ
ャ
ズ
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
形
式
で
、
短
歌
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
及
川
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
を
演
奏
す
る
。

　

及
川
は
１
９
９
８
年
埼
玉
県

生
ま
れ
。
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

に
て
サ
ッ
ク
ス
を
始
め
、
尚
美

学
園
大
学
音
楽
表
現
学
科
ジ
ャ

ズ
コ
ー
ス
に
全
額
特
待
生
と
し

て
合
格
。
21
年
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
立
大
学
ク
イ
ー
ン
ズ
カ

レ
ッ
ジ
の
大
学
院
へ
留
学
の
た

め
来
米
。
23
年
に
優
秀
な
成
績

で
卒
業
し
、
優
れ
た
ア
レ
ン
ジ

ャ
ー
へ
贈
ら
れ
る
「
マ
ー
ビ
ン

ハ
ム
リ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
ド
」
を

受
賞
。
塔
短
歌
会
の
一
員
で
あ

り
、
２
０
２
０
年
か
ら
毎
日 

１
首
短
歌
を
詠
む
こ
と
を
日
課

に
し
て
い
る
。

　

入
場
料
は
25
ド
ル
。
予

約
・

詳

細

はhttps://
w

w
w

.eventbrite.
com

/e/hina-oikawa-
short-songs-tickets-
1206027403429?aff=ebd
ssbdestsearch

か
ら
。

短歌とJAZZの融合
サックスの及川陽菜28日

https://shopnyseikatsu.com/
www.eventbrite.com/e/hina-oikawa-short-songs-tickets-1206027403429?aff=ebdssbdestsearch
https://japansociety.org/events/mobile-suit-gundam-gquuuuuux-beginning/
https://www.viewcy.com/e/tokyo_boogie_japanes_4
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